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は
じ
め
に

　
北
海
道
大
学
で
は
、
２
０
１
３
年
度
か
ら
、
留
学
生
と
日
本
人
学
生
が
と
も
に
原
則
と
し
て
日
本
語
で
学
ぶ
「
多
文

化
交
流
科
目
」
と
い
う
授
業
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
２
年
度
に
、
大
学
が
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進
事
業

（
当
時
）
に
採
択
さ
れ
、
日
本
人
学
生
の
国
際
性
の
涵
養
と
海
外
留
学
促
進
を
目
的
と
し
た
「
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
」
を

創
設
し
た
こ
と
に
よ
り
、
カ
レ
ッ
ジ
の
修
了
要
件
に
か
か
る
科
目
と
し
て
、
多
文
化
交
流
科
目
の
提
供
を
開
始
し
ま
し

た
。

　
基
本
的
に
、
留
学
生
に
対
し
て
は
、
高
等
教
育
推
進
機
構
国
際
教
育
研
究
部
が
提
供
す
る
日
本
語
科
目
の
一
つ
と
し

て
、
一
方
、
日
本
人
学
生
に
対
し
て
は
、
全
学
教
育
科
目
・
一
般
教
育
演
習
（
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
）
の
一
つ

と
し
て
、
双
方
か
ら
乗
り
入
れ
る
か
た
ち
で
科
目
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
初
は
、
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
生
の
み
を

対
象
と
し
た
授
業
で
し
た
が
、
い
ま
で
は
、
全
学
の
学
生
が
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
対
面
授

業
が
復
活
し
た
今
年
度
は
、「
交
流
」「
協
働
」
の
意
義
を
改
め
て
実
感
す
る
と
と
も
に
、
国
際
共
修
授
業
が
前
提
と
す

る
「
多
様
性
」
の
意
味
・
中
身
に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
た
一
年
で
し
た
。

　
近
年
、
留
学
生
数
の
急
増
に
よ
り
、「
留
学
生
」
と
一
括
り
に
さ
れ
る
人
々
の
中
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
多
様
性
」

が
存
在
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
後
述
し
ま
す
が
、
日
本
に
お
け
る
法
体
制
の
整
備
の
影
響
も
あ
り
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増
え
て
き
た
「
合
理
的
配
慮
」
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
も
含
ま
れ
ま
す
。
社
会
・
文
化
的
背
景
や
教
育
歴
・
環
境
が
異

な
る
留
学
生
の
場
合
、
各
国
・
地
域
お
よ
び
所
属
組
織
に
よ
る
制
度
・
体
制
の
ち
が
い
か
ら
、
受
け
入
れ
に
際
し
て
は

も
ち
ろ
ん
、
授
業
内
で
も
、
日
本
人
学
生
と
は
異
な
る
配
慮
・
支
援
の
検
討
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、「
合
理
的
配
慮
」
に
関
す
る
支
援
や
対
応
は
、
個
別
性
が
高
く
、
さ
ら
に
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
共

有
が
難
し
い
た
め
、
実
際
に
は
各
大
学
や
教
員
の
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
る
の
が
実
情
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
国
際
教
育
研
究
部
で
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
関
心
を
背
景
に
、
7
月
に
、
赤
井
佐
和
子
先
生
（
カ
ナ
ダ
・
ヒ
ュ
ー
ロ

ン
大
学
）
を
講
師
に
お
招
き
し
、
カ
ナ
ダ
に
お
け
る
合
理
的
配
慮
に
関
す
る
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
赤
井
先
生
に
は
、

同
国
に
お
け
る
合
理
的
配
慮
に
か
か
わ
る
政
策
展
開
の
概
要
を
お
話
し
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
実
際
に
カ
ナ
ダ
の
大
学

に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
授
業
で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
、
ご

自
身
の
ご
経
験
に
基
づ
き
、
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
赤
井
先
生
の
授
業
を
と
ら
れ
た
視
覚
障
害
を
持
つ
学

生
で
、
交
換
留
学
制
度
に
よ
り
日
本
の
大
学
に
一
年
間
滞
在
し
た
経
験
を
持
つ
ニ
ア
ー
ル
・
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
さ
ん
に
も
、

ご
自
身
の
経
験
を
、
当
事
者
の
観
点
か
ら
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
の
第
一
部
は
、
そ
れ
ら
の

報
告
の
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
合
わ
せ
て
、
続
く
第
二
部
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
韓
国
の
大
学
に
お
け
る
合
理
的
配
慮
を
め

ぐ
る
支
援
の
動
向
を
、
特
に
こ
れ
ま
で
の
政
策
展
開
を
中
心
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
報
告
は
、
12
月
に
実
施

し
た
、
国
際
教
育
研
究
部
の
教
員
4
名
で
実
施
す
る
科
研
費
に
よ
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（「
国
際
共
修
授
業
に
お
け

る
多
様
性
の
捉
え
直
し
：
合
理
的
配
慮
が
必
要
な
留
学
生
へ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
」（
２
０
Ｋ
０
２
９
３
１
））
の
公
開
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研
究
会
の
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
今
後
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
徐
々
に
可
能
と
な
り
つ
つ
あ
る
現
地
調
査
等
含
め
、

具
体
的
な
事
例
の
収
集
・
検
討
も
行
う
こ
と
が
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
各
国
の
事
例
紹
介
に
入
る
前
に
、
日
本
の
状
況
、
特
に
こ
れ
ま
で
の
政
策
展
開
に
つ
い
て
共
有
し
て
お

き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
青
木
麻
衣
子
）

日
本
に
お
け
る
合
理
的
配
慮
に
か
か
わ
る
政
策
動
向

　
現
在
の
日
本
の
合
理
的
配
慮
提
供
義
務
化
の
背
景
に
は
、「
障
害
」
の
捉
え
方
の
変
化
が
あ
り
ま
す
。
２
０
０
６
年

に
国
際
連
合
で
採
択
さ
れ
た
「
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」（
以
下
、「
障
害
者
権
利
条
約
」）
で
は
、
障
害
を
病

気
・
事
故
な
ど
か
ら
生
じ
る
個
人
の
問
題
と
み
な
す
従
来
の
「
医
学
モ
デ
ル
」
か
ら
、
障
害
は
社
会
が
作
り
出
し
て
い

る
と
い
う
「
社
会
モ
デ
ル
」
に
基
づ
く
捉
え
方
へ
の
転
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
は
翌
２
０
０
７
年
に
こ
の
「
障
害

者
権
利
条
約
」
に
賛
同
し
、
２
０
１
１
年
に
「
障
害
者
基
本
法
」
を
改
正
し
ま
し
た
（「
改
正
障
害
者
基
本
法
」）。
そ

の
目
的
は
、『
障
害
者
白
書�

平
成
24
年
版
』
に
よ
る
と
、（「
障
害
者
権
利
条
約
」
の
趣
旨
に
沿
っ
た
障
害
者
施
策
の
推

進
を
図
る
こ
と
、
お
よ
び
、
障
害
者
権
利
条
約
が
定
め
る
障
害
の
捉
え
方
の
変
化
を
踏
ま
え
施
策
の
目
的
を
明
確
化
す

る
こ
と
で
す
。

　
こ
の
「
改
正
障
害
者
基
本
法
」
で
は
、
障
害
者
を
「
障
害
及
び
社
会
的
障
壁
に
よ
り
継
続
的
に
日
常
生
活
又
は
社
会

生
活
に
相
当
な
制
限
を
受
け
る
状
態
に
あ
る
も
の
」（
第
2
条
1
項
）
と
再
定
義
す
る
こ
と
で
、
障
害
者
が
受
け
る
制
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限
は
機
能
障
害
の
み
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
社
会
に
お
け
る
様
々
な
障
壁
と
相
対
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
こ
と
を

明
確
に
示
し
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
改
正
前
か
ら
定
め
ら
れ
て
い
た
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
禁
止
条
項
に
、
社

会
的
障
壁
を
除
去
す
る
措
置
が
実
施
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
新
た
に
規
定
し
ま
し
た
（
第
4
条
2
項
）。
こ
こ
で
示
さ
れ

た
差
別
禁
止
の
施
策
の
具
体
は
、
２
０
１
６
年
に
施
行
さ
れ
た
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」（
以
下
、「
障
害
者
差
別
解
消
法
」）
に
よ
っ
て
示
さ
れ
ま
し
た
。「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
は
、
社
会
的
障
壁
を

「
障
害
が
あ
る
者
に
と
っ
て
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
上
で
障
壁
と
な
る
よ
う
な
社
会
に
お
け
る
事
物
、
制
度
、

慣
行
、
観
念
そ
の
他
一
切
の
も
の
」（
第
2
条
2
項
）
と
定
義
し
、
こ
の
社
会
的
障
壁
を
取
り
除
く
こ
と
、
す
な
わ
ち

合
理
的
配
慮
の
提
供
は
、
行
政
機
関
に
お
い
て
は
法
的
義
務
（
第
7
条
2
項
）、
民
間
事
業
者
に
お
い
て
は
努
力
義
務

（
第
8
条
2
項
）
で
あ
る
と
定
め
た
の
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
２
０
１
６
年
よ
り
、
行
政
機
関
に
お
け
る
独
立
行
政
法
人
に
該
当
す
る
国
立
大
学
に
お
い
て
は
合

理
的
配
慮
の
提
供
が
義
務
と
な
り
、
教
職
員
の
た
め
の
対
応
要
領
の
策
定
、
支
援
に
係
る
委
員
会
の
設
置
、
障
害
学
生

支
援
担
当
部
署
の
設
置
な
ど
、
合
理
的
配
慮
を
提
供
す
る
た
め
の
体
制
整
備
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
２
０
２
１
年
に
は
、「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
行
政
機
関
に
加
え
、
民
間
事
業
者
に
よ
る

合
理
的
配
慮
提
供
も
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
改
正
版
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
は
成
立
よ
り
3
年
以
内
に
施
行

さ
れ
る
た
め
、
今
後
、
民
間
事
業
者
に
あ
た
る
私
立
大
学
に
お
い
て
も
合
理
的
配
慮
の
提
供
が
義
務
化
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
国
立
大
学
と
私
立
大
学
の
間
の
合
理
的
配
慮
義
務
化
に
関
す
る
こ
の
数
年
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
各
種
取
り
組
み
に
お
け
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る
差
と
な
っ
て
現
れ
て
い
ま
す
。
日
本
学
生
支
援
機
構
の
２
０
２
１
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
障
害
学
生
の
支
援
に
向
け

た
対
応
要
領
も
し
く
は
基
本
方
針
規
程
等
が
あ
る
大
学
は
、
国
立
大
学
で
は
97・
1
％
に
の
ぼ
る
の
に
対
し
、
私
立
大

学
で
は
63・9
％
に
と
ど
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
支
援
に
関
す
る
専
門
委
員
会
が
あ
る
大
学
は
、
国
立
大
学
で
は
72・3
％

で
あ
る
の
に
対
し
私
立
大
学
は
37・8
％
、
障
害
学
生
支
援
担
当
部
署
が
あ
る
大
学
は
、
国
立
大
学
で
は
58・4
％
で
あ

る
の
に
対
し
、
私
立
大
学
で
は
19・
9
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
支
援
体
制
の
整
備
に
お
い
て
、
国

立
大
学
の
取
り
組
み
は
私
立
大
学
に
先
行
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
合
理
的
配
慮
の
提
供
が
義
務
化
さ
れ
た
２

０
１
６
年
か
ら
5
年
が
過
ぎ
た
時
点
に
お
い
て
も
、
障
害
学
生
支
援
の
拠
点
と
な
る
担
当
部
署
を
有
す
る
国
立
大
学
が
、

半
数
を
わ
ず
か
に
上
回
る
58・4
％
に
と
ど
ま
る
こ
と
は
意
外
と
言
え
ま
す
。

　
実
は
こ
の
58・
4
％
と
は
、
障
害
学
生
支
援
を
「
専
業
」
と
し
て
行
う
部
署
を
有
す
る
国
立
大
学
の
割
合
で
あ
り
、

そ
の
他
の
40・
9
％
の
国
立
大
学
で
は
、
他
の
部
署
が
本
来
業
務
と
「
兼
業
」
で
障
害
学
生
支
援
対
応
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
状
況
は
、
支
援
担
当
部
署
に
勤
め
る
支
援
担
当
者
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
支
援
担
当
者
を
有
す
る
国
立

大
学
は
99・3
％
で
す
が
、
そ
の
う
ち
、
障
害
学
生
支
援
を
「
専
業
」
と
す
る
支
援
担
当
者
の
割
合
は
50・4
％
に
と
ど

ま
り
、
他
業
務
と
「
兼
業
」
で
行
う
支
援
担
当
者
は
48・
9
％
に
至
り
ま
す
。
他
業
務
を
「
兼
業
」
す
る
支
援
担
当
者

と
は
多
く
の
場
合
、
大
学
の
事
務
職
員
で
あ
り
、
障
害
学
生
支
援
に
関
す
る
専
門
性
を
持
た
ず
、
か
つ
数
年
で
異
動
と

な
る
た
め
、
当
該
部
署
に
お
け
る
支
援
経
験
・
知
見
の
蓄
積
が
困
難
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
障
害
学
生
支
援
を
「
専

業
」
と
す
る
支
援
担
当
者
で
あ
っ
て
も
、
い
わ
ゆ
る
「
任
期
な
し
」
の
支
援
担
当
者
は
決
し
て
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
日
本
学
生
支
援
機
構
（
２
０
１
９
）
は
、
教
職
員
向
け
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
お
い
て
、
合
理
的
配
慮
と
は
「
個
々
の
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学
生
の
状
態
、
特
性
に
応
じ
て
提
供
す
る
も
の
で
、
多
様
か
つ
個
別
性
が
高
い
も
の
」（p.9

）
で
あ
り
、
合
理
的
配
慮

を
行
う
か
否
か
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
合
理
的
配
慮
を
行
う
か
は
、「
大
学
等
と
学
生
が
、
双
方
の
意
向
と
事
情
を
考

慮
に
入
れ
、
相
互
理
解
を
深
め
つ
つ
、
学
生
の
困
難
の
解
決
に
向
け
て
協
力
し
合
」（p.11

）
う
「
建
設
的
対
話
」
に

基
づ
い
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
高
い
専
門
性
と
、
複
雑
か
つ
繊
細
な
対
応
が
求

め
ら
れ
る
障
害
学
生
支
援
が
、
合
理
的
配
慮
の
取
り
組
み
に
お
い
て
先
行
す
る
国
立
大
学
に
お
い
て
も
、
そ
の
約
半
数

が
他
業
務
と
兼
業
の
部
署
・
担
当
者
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
視
す
べ
き
で
す
。
合
理
的
配
慮
申
請
が
集
中

す
る
新
学
期
開
始
時
は
、
大
学
の
事
務
全
体
の
繁
忙
期
で
も
あ
り
、
こ
の
時
期
に
丁
寧
な
建
設
的
対
話
に
基
づ
く
合
理

的
配
慮
の
決
定
を
行
う
こ
と
は
相
当
に
困
難
で
あ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
合
理
的
配
慮
の
提
供
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
留
学
生
受
け
入
れ
に
携
わ
っ
て
き
た
担
当
者
の
知
見
が
活
か

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
国
立
大
学
留
学
生
指
導
研
究
協
議
会
（
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｎ
）
で
は
、
国
立
大
学
に
お
け
る

合
理
的
配
慮
の
提
供
が
義
務
化
さ
れ
た
２
０
１
６
年
度
の
研
究
協
議
会
に
お
い
て
、
障
害
を
持
つ
留
学
生
へ
の
支
援
に

つ
い
て
の
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た１
。
そ
の
際
、
学
生
支
援
全
体
に
関
わ
る
動
き
を
い
か
に
留
学
生
受
け
入
れ
の
現
場
ま

で
届
け
る
か
と
い
う
問
題
提
起
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
、
逆
に
こ
れ
ま
で
の
留
学
生
受
け
入
れ
の
現
場
で
積
み
重
ね
ら

れ
た
知
見
が
障
害
学
生
支
援
に
お
い
て
寄
与
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
聞
か
れ
ま
し
た
。
異
な

る
言
語
・
文
化
環
境
で
学
ぶ
留
学
生
も
ま
た
、
日
本
社
会
に
お
け
る
事
物
、
制
度
、
慣
行
な
ど
に
よ
り
大
学
で
の
諸
活

動
の
参
加
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
留
学
生
受
け
入
れ
に
お
い
て
は
、
長
年
に
渡
り
、
そ
の
よ
う
な
言

語
的
・
文
化
的
な
「
社
会
的
障
壁
」
を
取
り
除
く
た
め
の
対
応
が
行
わ
れ
て
き
た
か
ら
で
す
。
多
様
な
学
生
が
関
わ
り
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を
持
ち
な
が
ら
と
も
に
学
ん
で
い
く
た
め
に
、
今
後
一
層
の
学
内
諸
機
関
の
連
携
と
、
機
関
や
大
学
の
垣
根
を
超
え
た

現
場
の
経
験
・
知
見
の
共
有
が
求
め
ら
れ
ま
す
。�

（
平
田
未
季
）

　
な
お
、
こ
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
の
作
成
に
あ
た
り
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
北
海
道
大
学
高
等
教
育
推
進
機
構
の
千
葉
佳

奈
美
さ
ん
に
テ
ー
プ
起
こ
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

引
用
法
規
・
文
献

・「
障
害
者
基
本
法
」（https://w

w
w
8.cao.go.jp/shougai/suishin/kihonhou/s45-84.pdf

）

・「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」（https://w

w
w
8.cao.go.jp/shougai/suishin/law

_
h25-65.htm

l

）

・
内
閣
府
（
２
０
１
２
）『
障
害
者
白
書�
平
成
24
年
版
』
第
1
章
第
1
節
2
「
改
正
障
害
者
基
本
法
の
概
要
」

・
日
本
学
生
支
援
機
構
（
２
０
１
９
）『
合
理
的
配
慮
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
─
障
害
の
あ
る
学
生
を
支
援
す
る
教
職
員
の
た
め

に
』

・
日
本
学
生
支
援
機
構
（
２
０
２
１
）「
令
和
3
年
度
障
害
の
あ
る
学
生
の
修
学
支
援
に
関
す
る
実
態
調
査
」（https://

w
w
w.jasso.go.jp/statistics/gakusei_shogai_syugaku/2021.htm

l

）（
２
０
２
３
・
02
・
17
最
終
閲
覧
）

注
1

　
２
０
１
６
年
度�

国
立
大
学
法
人
留
学
生
セ
ン
タ
ー
留
学
生
指
導
担
当
研
究
協
議
会
、
第
2
部
「
多
様
な
学
生
が
学
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ぶ
キ
ャ
ン
パ
ス
：
障
が
い
を
持
つ
留
学
生
に
対
す
る
合
理
的
配
慮
を
考
え
る
」（
２
０
１
６
年
7
月
1
日
開
催
）

（https://coisan.org/w
p/w

p-content/uploads/archives/council/council201602.pdf

）
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第一部　カナダの大学における「合理的配慮」

　
赤
井
佐
和
子
と
申
し
ま
す
。
カ
ナ
ダ
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
に
あ
る
ヒ
ュ
ー
ロ
ン
大
学
で
、
日
本
語
・
日
本
文
化
を
教
え

て
い
ま
す
。
今
は
主
に
中
級
日
本
語
の
ク
ラ
ス
と
、
ア
ニ
メ
の
コ
ー
ス
、
日
本
の
食
文
化
の
コ
ー
ス
を
教
え
て
い
ま
す
。

今
日
は
、「
合
理
的
配
慮
が
必
要
な
留
学
生
へ
の
対
応
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
私
が
勤
務
す
る
大
学
の
状
況
を
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
実
は
、
青
木
先
生
か
ら
は
特
に
私
の
経
験
を
含
ん
だ
カ
ナ
ダ
の
状
況
を
話
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
が
あ
っ
た
時
、
私
自

身
20
年
以
上
カ
ナ
ダ
に
お
り
、
日
本
の
大
学
の
こ
と
も
そ
の
当
時
の
記
憶
の
ま
ま
で
、
日
本
と
何
が
違
う
の
か
わ
か
ら

ず
何
を
お
話
し
し
た
ら
い
い
か
準
備
の
間
、
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
の
い
る
カ
ナ
ダ
側
か
ら
毎
年
日
本
に
学

生
を
送
り
、
日
本
の
み
な
さ
ん
の
大
学
に
受
け
入
れ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
そ
の
学
生
の
出
身
大
学
の
状

況
を
少
し
で
も
知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
受
け
入
れ
も
し
や
す
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
み
な
さ
ん
か
ら
も
、
こ
こ

は
同
じ
、
こ
れ
は
日
本
で
は
こ
う
し
て
い
る
な
ど
、
教
え
て
い
た
だ
け
た
ら
、
送
る
側
の
大
学
も
そ
れ
に
対
し
て
準
備

が
で
き
る
か
と
思
い
、
今
日
は
こ
ち
ら
の
状
況
を
あ
る
が
ま
ま
に
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ヒ
ュ
ー
ロ
ン
大
学
は
、
カ
ナ
ダ
の
オ
ン
タ
リ
オ
州
、
ロ
ン
ド
ン
に
あ
り
ま
す
。
ヒ
ュ
ー
ロ
ン
と
い
う
名
前
は
五
大
湖

の
一
つ
の
レ
イ
ク
・
ヒ
ュ
ー
ロ
ン
か
ら
来
て
い
る
の
で
す
が
、
ト
ロ
ン
ト
と
ア
メ
リ
カ
の
デ
ト
ロ
イ
ト
の
中
間
に
あ
り
、

ど
ち
ら
に
行
く
に
も
２
０
０
キ
ロ
、
車
で
2
時
間
く
ら
い
の
位
置
に
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
カ
ナ
ダ
な
の
に
「
ロ
ン
ド
ン
」

な
の
か
と
思
わ
れ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
街
は
も
と
も
と
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
か
ら
の
移
住
者
が
多
く
、
ビ
ク

ト
リ
ア
パ
ー
ク
や
テ
ム
ズ
リ
バ
ー
と
い
っ
た
、
ロ
ン
ド
ン
に
ち
な
ん
だ
名
前
が
街
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
ま
す
。

　
私
が
所
属
す
る
ヒ
ュ
ー
ロ
ン
大
学
は
ウ
ェ
ス
タ
ン
大
学
の
一
部
で
、
ポ
リ
シ
ー
や
シ
ス
テ
ム
は
ウ
ェ
ス
タ
ン
大
学
に
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従
っ
て
い
ま
す
。
ウ
ェ
ス
タ
ン
大
学
は
、
学
生
数
4
万
人
の
総
合
大
学
で
す
が
、
ヒ
ュ
ー
ロ
ン
大
学
は
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
を
中
心
に
し
た
少
人
数
制
が
売
り
の
小
さ
い
大
学
で
す
。
今
回
は
ヒ
ュ
ー
ロ
ン
大
学
お
よ
び
ウ
ェ
ス
タ
ン
大
学
の
状

況
を
お
話
し
い
た
し
ま
す
。
大
学
は
、
公
平
で
活
気
の
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
実
現
を
学
生
経
験
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て

掲
げ
、Equity, Diversity and Inclusion

（
Ｅ
Ｄ
Ｉ
：
公
平
性
、
多
様
性
、
包
括
性
）
構
想
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
今
日
の
発
表
で
は
、
カ
ナ
ダ
の
人
権
保
障
へ
の
背
景
を
簡
単
に
お
話
し
し
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
で
の
「
合
理
的
配
慮
」

が
人
権
条
例
に
ど
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
の
か
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
人
権
条
例
に
基
づ
き
、
オ
ン
タ
リ

オ
州
の
、
特
に
大
学
教
育
で
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
あ
る
か
の
事
例
と
し
て
、
ウ
ェ
ス
タ
ン
大
学
、
ヒ
ュ
ー
ロ
ン
大

学
で
の
合
理
的
配
慮
の
扱
い
方
、
大
学
で
の
支
援
状
況
を
お
話
し
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、「
配
慮
」
と
い
う
枠
に
入
る

学
生
へ
の
サ
ポ
ー
ト
、
そ
し
て
、
枠
に
入
ら
な
い
多
く
の
学
生
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
充

実
に
大
学
が
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
を
お
話
し
し
ま
す
。
そ
の
あ
と
、
こ
の
よ
う
な
「
合
理
的
配
慮
」
が
大
学
で
問
題

と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
つ
い
て
、
そ
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
変
化
な
ど
に
つ
い
て
ご
説
明
し
、
こ
れ
か

ら
の
課
題
を
挙
げ
、
配
慮
と
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
関
係
を
お
話
し
し
ま
す
。
最
後
に
、
ヒ
ュ
ー
ロ
ン
大
学
の
卒
業
生

で
あ
り
元
教
え
子
で
あ
る
ニ
ア
ー
ル
さ
ん
を
紹
介
し
、
ニ
ア
ー
ル
さ
ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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第一部　カナダの大学における「合理的配慮」

� 出典：Ontario�Human�Rights�Commission（2018）（筆者翻訳）

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
「
合
理
的
配
慮
」
と
は

　
カ
ナ
ダ
で
は
、
１
９
６
０
年
の
カ
ナ
ダ
権
利
章
典
で
人
権
が

保
証
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
１
９
７
７
年
の
カ
ナ
ダ
人
権
法

と
１
９
８
２
年
の
カ
ナ
ダ
憲
章
で
、
人
々
を
差
別
か
ら
守
る
法

律
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
各
州
・
準
州
政
府
に
は
独
自
の
人
権

規
則
が
あ
り
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
で
は
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
人
権
条

例
と
Ａ
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
呼
ば
れ
る
オ
ン
タ
リ
オ
州
障
害
者
の
た
め
の

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
法
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
Ａ
Ｏ
Ｄ

Ａ
は
人
権
条
例
の
補
足
と
し
て
作
ら
れ
、
２
０
２
５
年
ま
で
に

オ
ン
タ
リ
オ
州
全
域
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

日
本
で
言
う
「
合
理
的
配
慮
」
は
、
カ
ナ
ダ
で
は
、Rea-

sonable Accom
m

odation

と
呼
ば
れ
、
大
学
教
育
機
関
で
は
、

Reasonable Academ
ic Accom

m
odation

（
通
称Academ

-
ic Accom

m
odation

）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ン

タ
リ
オ
州
人
権
条
例
で
は
、
障
害
の
差
別
な
く
平
等
に
教
育
を
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受
け
ら
れ
る
権
利
を
保
障
し
、Academ

ic Accom
m

odation

は
学
生
の
権
利
で
あ
り
、
教
育
機
関
の
義
務
で
あ
る
こ

と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
人
権
条
例
セ
ク
シ
ョ
ン
10
に
は
、
障
害
と
は
、
身
体
的
障
害
、
精
神
疾
患
や
、
発
達
障
害
、
学
習
障
害
、
機
能
障
害
、

精
神
障
害
、
そ
し
て
、
労
災
保
険
を
受
け
た
怪
我
や
障
害
を
指
す
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
障
害
に
は
、
現
在
、
過
去
、

ま
た
主
観
的
な
も
の
、
障
害
見
込
み
、
一
時
的
、
不
定
期
、
ま
た
は
永
久
的
で
あ
る
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
。
障
害
に
含

ま
れ
る
範
囲
が
広
い
の
で
、
人
権
決
定
者
お
よ
び
教
育
関
係
者
は
、
条
例
の
目
的
に
則
っ
て
学
生
の
障
害
を
理
解
す
る

た
め
、
学
生
が
ど
の
よ
う
に
自
分
の
体
験
と
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を
定
義
し
て
い
る
か
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
同
時

に
、
条
例
に
背
く
権
利
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
第
三
者
（
医
療
専
門
家
）
の
意
見
な
ど
、
客
観
的
な
情

報
を
も
と
に
合
理
的
な
方
法
を
探
す
こ
と
も
奨
励
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
結
局
の
と
こ
ろ
は
、
大
学
が
個
人
の
状
況
を
見
て
判
断
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
大
学
は
そ
れ
ぞ
れ

の
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
作
り
始
め
ま
す
。
オ
ン
タ
リ
オ
州
で
は
、
１
９
８
０
年
代
に
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
が
導
入
さ
れ
、
各
大
学
で
障
害
に
関
す
る
ポ
リ
シ
ー
が
人
権
条
例
に
則
っ
て
作
ら
れ
始
め
ま
し
た
。

大
学
に
お
け
る
配
慮
の
手
続
き
と
支
援
の
内
容

　

一
般
的
に
大
学
で
はAccom

m
odation

（
配
慮
）
とConsideration
（
考
慮
）
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
「
配
慮
」

は
、
人
権
法
に
基
づ
く
障
害
が
あ
る
学
生
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
該
当
の
学
生
は
、
各
大
学
のO

ffi
ce for Stu-
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dents w
ith Disabilities

（
Ｏ
Ｓ
Ｄ
）
に
登
録
し
ま
す
。
登
録
に
は
永
久
認
定
さ
れ
た
障
害
の
正
式
な
証
明
書
が
必
要

で
す
。
配
慮
内
容
、
プ
ロ
セ
ス
は
、
各
大
学
に
任
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
次
に
「
考
慮
」
は
、
人
権
法
に
基
づ
か
な
い
各

大
学
で
の
合
理
的
配
慮
の
制
度
で
す
。
従
っ
て
、
必
ず
し
も
配
慮
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
る
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。
配

慮
の
有
無
、
配
慮
内
容
に
関
し
て
は
、
教
員
が
判
断
し
ま
す
。
結
局
は
、
ど
ち
ら
も
大
学
に
任
せ
ら
れ
て
お
り
、
各
大

学
に
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
配
慮
と
考
慮
は
、
ど
ち
ら
もAccom

m
odation

と
ひ
と
く
く
り
に
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　
そ
れ
で
は
、
ウ
ェ
ス
タ
ン
大
学
、
お
よ
び
、
私
が
勤
務
す
る
ヒ
ュ
ー
ロ
ン
大
学
で
の
合
理
的
配
慮
、
そ
の
支
援
状
況

に
つ
い
て
、
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
学
のPolicy Statem

ent

に
よ
る
と
、Academ

ic Accom
m

odation

と

は
、「
障
害
を
持
つ
学
生
が
大
学
で
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
参
加
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
コ
ー
ス
で
の
必
修
項
目
を
果
た
す
た

め
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
コ
ー
ス
に
関
す
る
活
動
を
調
整
す
る
手
段
」
で
あ
り
、「
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
コ
ー
ス
で
の
必
修
項
目

や
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
コ
ー
ス
の
特
性
を
踏
ま
え
て
、
個
人
の
制
限
と
何
が
合
理
的
な
の
か
を
考
慮
に
入
れ
る
」（
筆

者
翻
訳
）
と
あ
り
ま
す
。Academ

ic Accom
m

odation

で
のDisability

（
障
害
）
の
定
義
は
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
人
権

条
例
の
定
義
に
準
ず
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Accom
m

odation

の
リ
ク
エ
ス
ト
の
し
か
た
で
す
が
、
該
当
す
る
学
生
は
専
門
医
か
ら
の
診
断
書
を
大
学
の
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
に
提
出
し
ま
す
。
1
年
生
の
場
合
、
高
校
の
と
き
の
配
慮
内
容
が
記
載
さ
れ
た
用
紙
を
教
育
委
員
会
に
発

行
し
て
も
ら
い
、
提
出
し
ま
す
。
そ
の
後
、
大
学
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
面
談
の
上
、

配
慮
内
容
が
決
定
さ
れ
ま
す
。
学
生
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
や
り
取
り
を
し
ま
す
。
教
員
に
は
病
名
等
は
一
切
明
か
さ
れ
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ま
せ
ん
し
、
学
生
に
も
聞
け
ま
せ
ん
。
教
員
に
は
大
学
の
サ
イ
ト
か
ら
配
慮
内
容
が
提
案
さ
れ
、
学
生
と
個
別
に
話
し

合
い
ま
す
。
そ
の
後
、
教
員
の
同
意
が
大
学
の
サ
イ
ト
経
由
で
学
生
に
伝
え
ら
れ
ま
す
。
20
年
前
は
病
名
が
教
員
に
も

明
か
さ
れ
て
い
た
の
で
、
昔
に
比
べ
る
と
匿
名
性
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
配
慮
の
例
と
し
て
、
教
科
書
の
代
わ
り
と
な
る
も
の
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
ま
た
は
、
コ
ー
ス
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
内
容
へ

の
ア
ク
セ
ス
、
手
話
通
訳
士
の
手
配
、
講
義
を
録
音
す
る
許
可
、
別
の
場
所
で
試
験
を
受
け
る
、
ま
た
は
、
試
験
時
間

の
延
長
や
途
中
休
憩
、
試
験
を
受
け
る
際
の
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
使
用
（
特
別
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を

備
え
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
）、
ラ
ボ
で
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
手
配
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
一
番
よ
く
あ
る
の
は
、
不
安
症
や
パ
ニ
ッ
ク
障
害
の
た
め
、
静
か
な
場
所
で
試
験
を
受
け
た
い
と
い
う
も
の
や
、
試

験
時
間
の
延
長
で
す
。
大
き
い
テ
ス
ト
の
場
合
は
、
試
験
セ
ン
タ
ー
で
試
験
を
受
け
て
も
ら
い
ま
す
が
、
日
本
語
ク
ラ

ス
の
よ
う
な
語
学
の
ク
ラ
ス
で
は
、
毎
日
小
テ
ス
ト
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
授
業
の
前
に
私
の
研

究
室
で
実
施
す
る
、
教
室
の
端
で
実
施
す
る
と
い
っ
た
対
応
を
し
ま
す
。
メ
ン
タ
ル
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
私
の
ク
ラ

ス
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
犬
と
一
緒
に
授
業
を
受
け
る
学
生
も
い
ま
し
た
。
そ
の
授
業
を
観
察
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と

が
あ
る
の
で
す
が
、
授
業
を
受
け
て
い
る
間
犬
は
そ
の
学
生
の
そ
ば
で
ず
っ
と
座
っ
て
い
ま
し
た
。
他
の
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
も
自
然
に
受
け
入
れ
て
い
た
こ
と
に
驚
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
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授
業
へ
の
配
慮
・
考
慮
の
た
め
の
手
順

　
次
に
、
考
慮
の
リ
ク
エ
ス
ト
の
方
法
で
す
。
48
時
間
以
上
の
欠
席
ま
た
は
コ
ー
ス
ワ
ー
ク
の
30
％
以
上
に
当
た
る
評

価
の
配
慮
を
リ
ク
エ
ス
ト
す
る
際
は
、
フ
ォ
ー
ム
と
証
明
書
を
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
オ
フ
ィ
ス
に
提
出
し
ま

す
。
配
慮
の
理
由
と
し
て
は
、
病
気
、Com

passionate

（
忌
引
、
結
婚
式
、
高
校
の
卒
業
式
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
）、

宗
教
的
祝
日
、
大
学
公
認
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
試
合
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
学
生
が
、
酌
量
す
べ
き
状
況
に
よ
り
コ
ー
ス
ワ
ー
ク
の
い
く
つ
か
が
で
き
な
い
場
合
、
首
尾
一
貫
し
た
公
平

で
学
業
的
に
適
し
た
考
慮
が
学
生
に
与
え
ら
れ
ま
す
。
考
慮
の
例
と
し
て
は
、
授
業
、
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
、
ラ
ボ
の
出

席
、
中
間
試
験
、
テ
ス
ト
、
発
表
、
エ
ッ
セ
イ
・
宿
題
、
ク
イ
ズ
が
あ
り
ま
す
。
病
気
で
最
終
成
績
の
10
％
以
上
を
担

う
課
題
が
出
せ
な
か
っ
た
場
合
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
直
接
連
絡
し
、
診
断
書
を
提
出
し
ま
す
。
診
断
書

は
内
密
に
扱
わ
れ
、
教
員
が
見
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
教
員
に
連
絡
が
入
り
、
配
慮

が
提
案
さ
れ
ま
す
。
適
切
な
診
断
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
限
り
、
教
員
が
配
慮
を
断
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。

　
病
気
で
最
終
成
績
の
10
％
以
下
の
課
題
が
出
せ
な
か
っ
た
場
合
は
教
員
に
直
接
相
談
し
ま
す
。
学
生
は
病
気
の
状
況

を
簡
単
に
説
明
す
る
必
要
は
あ
り
ま
す
が
、
教
員
が
求
め
な
い
限
り
、
診
断
書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
教

員
が
診
断
書
を
求
め
る
場
合
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
提
出
し
ま
す
。
教
員
が
配
慮
を
断
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
断
る

場
合
は
学
部
長
に
事
前
に
許
可
を
取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

病
気
以
外
の
理
由
（
大
学
公
認
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
試
合
、
宗
教
的
祝
日
、
忌
引
、
死
別
な
ど
）
の
場
合
、
ア
カ
デ



25

合理的配慮が必要な留学生への対応を考える─カナダの大学を事例として：赤井　佐和子

ミ
ッ
ク
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
直
接
連
絡
し
、
証
明
書
が
あ
れ
ば
提
出
し
ま
す
。
そ
の
後
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
教
員
に
配
慮

方
法
を
提
示
し
ま
す
。
教
員
が
そ
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
断
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
前
に
学
部
長
に
相
談
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
れ
と
は
別
に
、
自
己
申
告
欠
席
と
い
う
制
度
が
試
験
的
に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
先
日
、
廃
止
が
決
ま
り
ま
し
た
。

参
考
ま
で
に
ご
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
コ
ー
ス
ワ
ー
ク
の
30
％
以
下
に
当
た
る
評
価
の
48
時
間
以
下
の

欠
席
の
配
慮
に
使
え
ま
す
。
1
学
年
に
最
大
2
回
ま
で
使
え
、
病
気
ま
た
は
家
族
や
友
達
の
死
に
よ
る
忌
引
な
ど
に
よ

る
欠
席
で
、
医
者
の
診
断
書
は
要
り
ま
せ
ん
。
教
員
は
リ
ク
エ
ス
ト
の
拒
否
や
証
明
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

簡
単
に
言
え
ば
、
フ
リ
ー
パ
ス
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
こ
れ
は
２
０
１
９
年
か
ら
3
年
間
試
験
的
に
行
わ
れ
た
制
度
で

し
た
。
理
由
を
伴
う
欠
席
は
、
１
５
、０
０
０
件
（
２
０
１
４
─
１
５
年
度
）
か
ら
２
６
、０
０
０
件
（
２
０
１
８
年

度
）
ま
で
、
数
年
間
で
42
％
増
加
し
ま
し
た
。
そ
の
多
く
が
医
師
の
証
明
書
を
伴
う
欠
席
で
あ
っ
た
た
め
、
医
療
機
関

へ
の
負
担
、
学
生
の
証
明
書
代
金
に
よ
る
経
済
負
担
、
大
学
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
部
へ
の
事
務
処
理
の

負
担
が
大
き
く
、
こ
の
よ
う
な
診
断
書
が
要
ら
な
い
制
度
が
作
ら
れ
た
、
と
い
う
背
景
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
廃
止
が
決

ま
っ
た
理
由
は
開
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
教
員
へ
の
負
担
が
大
き
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
私
の
学
生
は
あ

ま
り
使
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
課
題
締
め
切
り
日
に
何
十
名
も
リ
ク
エ
ス
ト
が
来
て
、
個
々

に
対
応
す
る
の
が
大
変
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
色
々
な
形
で
学
生
か
ら
配
慮
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
教
員
側
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
は
以

下
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
、
大
学
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
か
ら
メ
ー
ル
で
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
る
と
い
う
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知
ら
せ
を
受
け
取
り
ま
す
。
そ
し
て
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
サ
イ
ト
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
、
リ
ク
エ
ス
ト
の

内
容
を
確
認
し
ま
す
。
そ
の
後
、
該
当
す
る
学
生
と
個
人
的
に
話
し
合
い
、
最
善
の
方
法
を
探
り
ま
す
。
学
生
は
24
時

間
以
内
に
教
員
に
連
絡
を
取
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
決
ま
り
も
あ
り
ま
す
。
話
し
合
い
の
結
果
、
そ
の
リ
ク
エ

ス
ト
へ
の
同
意
・
不
同
意
・
質
問
な
ど
を
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
サ
イ
ト
を
通
し
て
返
答
し
ま
す
。

　
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
て
い
る
の
で
、
基
本
的
に
リ
ク
エ
ス
ト
が
来
た
ら
同
意
す
る
方
向
に
な
り
ま
す
。
リ
ク
エ
ス
ト
の

内
容
も
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
今
ま
で
特
に
負
担
を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
こ
れ
は
シ
ス
テ
ム
の
中
に

入
っ
て
い
る
学
生
の
場
合
で
あ
り
、
多
く
の
場
合
ど
ん
な
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か
わ
か
っ
て
い
る
の
で
、
教
員

と
し
て
は
サ
ポ
ー
ト
し
や
す
い
で
す
。
し
か
し
、
薬
と
の
相
性
で
苦
し
ん
で
い
る
学
生
、
問
題
が
あ
っ
て
も
一
人
で
抱

え
込
ん
で
病
院
に
行
か
な
い
学
生
、
本
人
が
自
覚
し
て
い
な
い
場
合
や
、
病
気
と
認
め
ら
れ
な
く
て
、
配
慮
が
も
ら
え

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
永
久
認
定
さ
れ
た
障
害
が
あ
る
学
生
だ
け
で
な
く
、
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
学
生
、
英
語

が
母
語
で
な
く
授
業
に
対
応
で
き
な
い
学
生
、
初
め
て
の
一
人
暮
ら
し
に
慣
れ
な
い
学
生
、
日
常
生
活
に
は
支
障
の
な

い
程
度
の
学
習
障
害
な
ど
、
学
生
の
学
習
状
況
も
多
様
で
す
。
そ
こ
で
、
大
学
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
あ
る
学
生
を

支
援
す
る
た
め
の
取
り
組
み
、
教
員
へ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
で
の
理
解
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大
学
全
体
で
行
わ
れ
て
い
る
支
援

　

次
に
、
大
学
内
で
行
わ
れ
て
い
る
支
援
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
大
学
で
は
、Academ

ic Support and En-
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gagem
ent Departm

ent

と
い
う
部
署
がAcadem

ic accom
m

odation

を
取
り
扱
っ
て
お
り
、
三
つ
の
施
設
を
設
け
て

い
ま
す
。
状
況
に
応
じ
て
、
学
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。Accessible Education

（
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）
は
、
認
定
さ
れ
た
障
害
が
あ
る
学
生
の
支
援
、Learning Developm

ent and 
Success

（
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
）
とW

riting Support Centre

（
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）
は
全
学
生
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
、Accessible Education

（
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
障

害
の
診
断
が
出
て
い
る
学
生
に
適
切
な
配
慮
を
提
供
し
ま
す
。
対
象
は
、
学
習
障
害
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
、
精
神
障
害
、
知

覚
・
身
体
的
・
医
学
的
障
害
の
あ
る
学
生
で
、
支
援
申
請
に
は
医
師
の
診
断
書
等
の
書
類
を
提
出
し
ま
す
。
例
え
ば
、

教
室
で
試
験
が
受
け
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
、
試
験
に
配
慮
が
必
要
な
学
生
は
、
試
験
セ
ン
タ
ー
で
試
験
を
受
け
ま
す
。

教
員
は
1
週
間
前
に
セ
ン
タ
ー
へ
試
験
を
送
り
、
試
験
後
、
解
答
用
紙
が
教
員
の
元
に
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
後
で
紹
介

す
る
ニ
ア
ー
ル
さ
ん
は
全
盲
な
の
で
す
が
、
教
科
書
を
ロ
ー
マ
字
表
記
で
タ
イ
プ
し
な
お
す
な
ど
、
テ
キ
ス
ト
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
の
代
わ
り
の
も
の
を
提
供
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
他
に
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
交
通
手
段
、
通
訳
者
や
ノ
ー

ト
を
取
る
人
の
手
配
、
学
習
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の
提
供
、
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
施
設
と
い
っ
た
配
慮
の

例
が
あ
り
ま
す
。
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
学
生
と
個
別
に
面
談
し
、
学
生
の
特
性
に
応
じ
て
配
慮
内
容
が
検
討
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
授
業
担
当
教
員
に
配
慮
内
容
が
伝
達
さ
れ
ま
す
が
、
学
生
の
障
害
特
性
に
つ
い
て
は
開
示
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

次
に
、Learning Developm

ent and Success

（
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
）
で
す
。
高
校
と
違
っ
て
、
大
学
は
勉
強

量
が
多
く
、
環
境
の
変
化
か
ら
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
学
生
は
多
い
で
す
。
こ
こ
で
の
支
援
対
象
は
全
学
生
で
、
さ
ら
な
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る
学
業
向
上
を
目
指
し
た
い
学
生
、
ま
た
は
、
学
業
に
困
難
を
経
験
し
て
い
る
学
生
な
ど
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
支
援
に
は
、
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、Learn2Thrive

と
い
う
学
業
成
功
の
た
め
の
10
週

間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、M

indfulness for Academ
ic Success

と
い
う
6
週
間
の
ス
ト
レ
ス
解
消
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
先
輩

か
ら
の
個
別
ア
ド
バ
イ
ス
が
も
ら
え
るPeer Assisted Learning

、
学
習
支
援
資
料
の
提
供
が
あ
り
ま
す
。

　

W
riting Support Centre

（
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）
は
、
私
自
身
、
大
学
院
の
と
き
に
い
つ
も
利
用
し
て
い

て
本
当
に
お
世
話
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
当
時
は
、
自
分
の
ペ
ー
パ
ー
を
持
っ
て
行
っ
て
指
導
を
受
け
る
と
い
う

や
り
方
で
、
学
生
が
何
も
提
供
し
な
け
れ
ば
サ
ポ
ー
ト
は
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
し
た
。
し
か
し
、
今
は

ド
ラ
フ
ト
が
な
く
て
も
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
一
緒
に
課
題
を
も
と
に
計
画
を
立
て
る
段
階
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ

る
そ
う
で
す
。
指
導
だ
け
で
な
く
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
カ
フ
ェ
と
い
う
の
も
あ
り
、
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
個
々
に
自
分
の

ペ
ー
パ
ー
を
書
く
と
い
う
グ
ル
ー
プ
も
あ
る
ら
し
く
、
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
を
提
供
す
る
場
も
作
っ
て
い
ま
す
。

教
員
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
配
慮

　

次
に
、
教
員
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
で
す
。
教
員
は
授
業
・
試
験
で
の
配
慮
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、Centre for 

Teaching and Learning

（
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
教
員
の
た
め
の
研
修
会
や
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
行
わ
れ
、
教
員
は
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
5
月
に
行
わ
れ
た
コ
ン
フ
ェ
レ
ン

ス
で
は
、
成
績
を
つ
け
な
い
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
学
び
、
去
年
の
夏
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
大
学
の
ポ
ー
タ
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ル
サ
イ
ト
の
作
り
方
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
例
え
ば
、
授
業
教
材
を
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
、
学
生
が
い
つ
で
も
ア
ク
セ

ス
可
能
に
す
る
、
ビ
デ
オ
に
字
幕
を
つ
け
る
、
毎
回
の
授
業
の
学
習
目
標
を
明
確
に
す
る
と
い
っ
た
こ
と
で
、
学
生
が

ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
障
害
が
あ
る
学
生
が
ク
ラ
ス
に
い
る
場
合
は
、
ツ
ー

ル
キ
ッ
ト
を
参
照
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、
す
べ
き
配
慮
を
考
え
ま
す
。

　
例
え
ば
、
視
覚
障
害
の
あ
る
学
生
の
場
合
の
支
援
の
注
意
事
項
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
教
室
で
す
べ
き
こ
と
と
し
て
は
、
教
室
で
前
の
席
に
着
か
せ
る
、
照
明
を
暗
く
す
る
と
き
は
伝
え
る
、
資
料
は
電

子
・
聴
覚
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
で
渡
す
、
モ
デ
ル
・
チ
ャ
ー
ト
・
グ
ラ
フ
な
ど
の
視
覚
教
材
は
口
頭
で
説
明
す
る
、
名
前
や

単
語
な
ど
ス
ペ
ル
が
複
雑
な
時
は
ス
ペ
ル
を
言
う
、
ビ
デ
オ
は
音
声
の
説
明
が
あ
る
も
の
を
使
う
（
な
け
れ
ば
大
学
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
に
頼
む
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
反
対
に
、
教
室
で
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
と
し
て

は
、
部
屋
の
真
ん
中
に
置
き
去
り
に
し
な
い
（
椅
子
・
壁
・
ド
ア
・
家
具
の
横
な
ど
に
連
れ
て
行
く
）、
声
か
け
を
せ

ず
に
そ
の
場
を
離
れ
な
い
、
明
か
り
を
下
げ
な
い
、
注
目
の
的
に
さ
せ
な
い
、
緊
急
時
以
外
は
許
可
を
得
ず
体
に
触
れ

な
い
、
イ
メ
ー
ジ
の
み
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
や
手
書
き
の
ノ
ー
ト
は
ス
ク
リ
ー
ン
リ
ー
ダ
ー
が
読
め
な
い
の
で
使
わ
な
い
、
印
刷

イ
ン
ク
の
薄
い
コ
ピ
ー
は
使
わ
な
い
、
ハ
イ
ラ
イ
ト
や
下
線
は
読
め
な
い
の
で
し
な
い
、
音
響
が
悪
い
、
も
し
く
は
騒

音
の
あ
る
部
屋
は
使
わ
な
い
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
内
で
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
理
解
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
全
職
員
（
ス
タ
ッ
フ
、
教
員
、
Ｔ
Ａ
、
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
は
Ａ
Ｏ
Ｄ
Ａ
（Accessibility for O

ntarians w
ith Disabilities Act

：
オ
ン
タ
リ
オ
州
の
障
害
者

の
た
め
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
法
）
の
1
時
間
ほ
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
す
る
こ
と
が
義
務
と
な
っ
て
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い
ま
す
。
障
害
が
あ
る
学
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
デ
ィ
ス
コ
ー
ド
を
使
っ
た
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ

フ
が
行
う
学
生
の
み
の
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
や
、
障
害
に
関
し
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
サ
ー
ク
ル
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
大
学
で
は
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
の
提
供
を
充
実
し
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
取

り
組
み
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

近
年
の
傾
向
と
課
題
─
配
慮
と
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
関
係
性

　
以
上
の
よ
う
な
合
理
的
配
慮
、
ま
た
は
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
が
問
題
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
に
、
メ
ン
タ
ル

の
問
題
を
抱
え
る
学
生
の
増
加
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ビ
ク
ト
リ
ア
大
学
の
学
長
で
あ
るDavid Turpin

は
、
２
０
２
０

年
ま
で
に
メ
ン
タ
ル
の
問
題
が
カ
ナ
ダ
の
大
学
で
一
番
大
き
い
障
害
の
原
因
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
予
測
し
て
い
ま
し
た
。

少
し
古
い
デ
ー
タ
で
す
が
、
オ
ン
タ
リ
オ
で
は
、O

ffi
ce for Students w

ith Disabilities

（
Ｏ
Ｓ
Ｄ
）
に
登
録
し
て

い
る
学
生
は
２
０
０
６
年
か
ら
２
０
１
１
年
の
間
に
31・
5
％
増
加
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
メ
ン
タ
ル
で
登
録
し
て
い

る
学
生
は
67
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、Diagnostic and Statistical M

anual of M
ental Disorders

（
Ｄ
Ｓ
Ｍ-

５
マ
ニ
ュ

ア
ル
）
が
改
訂
さ
れ
、
よ
り
多
く
の
症
状
が
障
害
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
２
０

１
８

－

２
０
１
９
年
度
ウ
ェ
ス
タ
ン
大
学
の
デ
ー
タ
で
は
、
障
害
を
抱
え
る
学
生
が
、
そ
の
8
年
前
と
比
べ
１
５
９
％

増
加
し
て
い
ま
す
。



31

合理的配慮が必要な留学生への対応を考える─カナダの大学を事例として：赤井　佐和子

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
変
化
に
つ
い
て
で
す
。
２
０
２
０
年
3
月
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
宣
言
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
す
ぐ
に

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
へ
移
行
し
、
結
局
そ
の
後
1
年
以
上
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
な
り
ま
し
た
。
大
学
は
メ
ン
タ
ル
の
問

題
を
懸
念
し
て
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
メ
ン
タ
ル
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
ヨ
ガ
、
瞑
想
ク
ラ
ス
を
設
置
、
さ
ら
に
、
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
で
予
約
な
し
で
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
申
請
の
簡
素
化
、
コ
ー
ス
取
り
消

し
締
め
切
り
の
延
長
も
認
め
ら
れ
、
多
く
の
学
生
が
配
慮
に
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
今
は
な
く
な
り
ま
し

た
が
、Self-Report
（
自
己
申
告
欠
席
）
の
上
限
を
引
き
上
げ
、Self-isolation reporting tool

（
コ
ロ
ナ
の
自
己
隔

離
申
請
ツ
ー
ル
）
を
導
入
し
、
病
気
の
際
の
配
慮
に
も
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

を
機
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
直
接
会
え
な
い
学
生
が
い
か
に
大
学
へ
ア
ク
セ
ス
で
き
る
か
、
そ
の
方
法
、
ア
ク
セ
シ
ブ
ル

な
デ
ザ
イ
ン
を
、
大
学
・
教
員
は
考
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
合
理
的
配
慮
に
関
し
て
色
々
な
課
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
早
い
段
階
で
医
師
か
ら
の
診
断
が
あ
れ
ば
す

ぐ
に
対
処
で
き
る
の
で
す
が
、
社
会
の
理
解
や
家
族
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
、
病
院
に
行
け
な
い
学
生
も
い
ま
す
。
本
人

が
自
覚
し
て
い
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
診
断
が
お
り
た
と
し
て
も
薬
と
の
相
性
が
難
し
く
、
学
生
の
中
に

は
、
薬
が
合
わ
な
く
て
寝
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
鬱
あ
る
い
は
ハ
イ
の
状
態
で
授
業
を
受
け
た
り
す
る
学
生
も
い
ま
す
。

副
作
用
の
影
響
も
考
慮
に
入
れ
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
医
師
の
診
断
が
お
り
ず
、
一
人
で
苦
し
ん
で
い
る
学
生
も
い

ま
す
。
ま
た
、
大
学
の
シ
ス
テ
ム
に
入
る
ま
で
の
待
ち
時
間
も
あ
り
ま
す
。
診
断
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
苦
し
ん
で
い

る
学
生
は
多
く
、
個
々
へ
の
対
応
が
難
し
い
の
で
、
誰
も
が
ア
ク
セ
ス
で
き
る
こ
と
を
前
提
に
教
え
る
こ
と
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
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出典：ミネソタ大学
https://accessibility.umn.edu/importance-accessibility/accessibility-vs-accommodation

（最終閲覧 2022.07.17）

　
今
回
は
カ
ナ
ダ
の
大
学
で
の
合
理
的
配
慮
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
し
た
が
、
大
学
で
は
、「
配
慮
」
の
重
要
性
を
踏
ま

え
て
、「
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
」
と
い
う
方
向
に
シ
フ
ト
し

て
き
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
て
い
た
だ
け
た
か
と
思
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
最
後
に
、
配
慮
と
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
関

係
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
か
ら
の
抜
粋
で
す
が
、
配
慮
と

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
、「
場
合
に
よ
っ
て
配
慮
を

提
供
す
る
必
要
は
あ
る
。
し
か
し
、
み
ん
な
が
ア
ク
セ
ス
で

き
る
デ
ザ
イ
ン
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
要
求
が
あ
り
次
第
の

配
慮
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
配
慮
と
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
デ

ザ
イ
ン
を
共
に
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

（
包
括
性
）
を
創
造
で
き
る
。（
筆
者
翻
訳
）」
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
こ
に
、
3
人
の
背
の
高
さ
が
バ
ラ
バ
ラ
の
子
供
が
サ
ッ

カ
ー
の
試
合
を
見
て
い
る
絵
が
3
枚
あ
り
ま
す
。
左
の
絵
は
、

3
人
の
子
供
の
前
に
木
の
壁
が
あ
っ
て
、
同
じ
高
さ
の
踏
み
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台
が
み
ん
な
に
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
一
番
背
が
低
い
子
供
は
届
か
ず
、
試
合
が
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
ア
ク
セ

シ
ブ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
真
ん
中
の
絵
で
は
、
同
じ
く
3
人
の
子
供
の
前
に
木
の
壁
が
あ
っ
て
試
合
を

見
る
妨
げ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
、
背
が
少
し
低
い
子
供
に
は
踏
み
台
が
一
つ
、
一
番
背
が
低
い
子
供
に
は
踏
み

台
が
二
つ
与
え
ら
れ
て
い
て
、
試
合
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
配
慮
の
例
で
、
必
要
な
人
に
必
要
な

分
だ
け
援
助
が
与
え
ら
れ
る
の
が
配
慮
で
あ
り
、
多
く
の
場
合
、
本
人
か
ら
要
求
し
な
け
れ
ば
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
右
の

絵
で
は
、
子
供
の
前
に
あ
る
木
の
壁
を
取
り
除
い
て
、
網
の
フ
ェ
ン
ス
に
取
り
替
え
た
た
め
、
背
の
低
い
子
供
も
サ
ッ

カ
ー
の
試
合
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、
子
供
た
ち
が
要
求
し
な
く
て
も
誰
で

も
試
合
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
が
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
大
学
で
は
、
配
慮
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
補
え
な
い
と
い
う
現
実
を
踏
ま
え
て
、
み
ん
な
が
ア
ク
セ
ス
で

き
る
授
業
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
最
近
の
傾
向
で
す
。
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赤
井
先
生
か
ら
の
紹
介

　

ニ
ア
ー
ル
さ
ん
は
、
ヒ
ュ
ー
ロ
ン
大
学
に
入
学
後
日
本
語
学
習
を
始
め
、
私
は
彼
が
2
年
生
の
と
き
に
彼
の
日

本
語
の
授
業
の
担
当
に
な
り
ま
し
た
。
目
が
不
自
由
、
全
盲
と
い
う
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
に
教
え
た
ら
い
い
の
か

模
索
し
て
い
た
の
で
す
が
、
彼
と
会
っ
た
と
き
に
、
何
を
教
え
て
ほ
し
い
の
か
、
ど
う
し
て
ほ
し
い
の
か
は
っ
き

り
言
っ
て
く
れ
た
の
が
、
授
業
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
上
で
大
変
助
か
り
ま
し
た
。
ニ
ア
ー
ル
さ
ん
は
会
話
を
中
心
に

学
び
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
漢
字
は
習
わ
ず
全
て
ロ
ー
マ
字
表
記
で
習
う
と
い
う
こ
と
で
同
意
し
、
授
業
で
は
話

す
こ
と
を
中
心
に
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
他
の
学
生
に
も
好
評
で
、
今
か
ら
思
う
と
私
の
教
え
方
の
タ
ー
ニ
ン
グ

ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
も
思
い
ま
す
。
授
業
で
は
、
視
覚
教
材
で
あ
る
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
絵
は
使
わ
ず
に
い

た
の
で
す
が
、
絵
を
使
う
場
合
も
日
本
語
で
で
き
る
だ
け
説
明
し
ま
し
た
。
課
題
や
テ
ス
ト
は
ロ
ー
マ
字
で
作
成

し
、
ビ
デ
オ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
制
作
を
手
伝
い
ま
し
た
。
ま
た
、
留
学
前
に
は
日
本
の
大
学
の
先
生
に
引
き

継
ぎ
を
し
、
日
本
で
は
Ｔ
Ａ
を
用
意
し
て
く
だ
さ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

ヒ
ュ
ー
ロ
ン
大
学
で
は
、
教
科
書
を
タ
イ
プ
し
て
く
れ
る
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
雇
い
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
は
、
点

字
表
記
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ク
ラ
ス
で
は
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
サ
ポ
ー
ト
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
は
と
て
も
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
、
そ
れ
は
ニ
ア
ー
ル
さ
ん
が
日
々

努
力
を
し
て
い
る
こ
と
を
周
り
が
感
じ
取
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
と
で
ニ
ア
ー
ル
さ
ん
か
ら
も
詳
し

く
話
が
聞
け
る
と
思
い
ま
す
が
、
彼
の
場
合
、
教
科
書
な
ど
の
日
本
語
表
記
さ
れ
た
も
の
を
ロ
ー
マ
字
に
し
、
そ
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れ
を
音
声
ソ
フ
ト
が
読
ん
だ
も
の
を
聞
い
て
勉
強
し
ま
す
。
ロ
ー
マ
字
を
英
語
読
み
し
た
日
本
語
は
ひ
ど
い
も
の

で
、
よ
く
日
本
語
の
音
が
学
べ
る
な
と
感
心
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
他
の
英
語
の
教
科
書
や
ウ
ェ
ブ
の
情
報
も

音
声
ソ
フ
ト
で
聞
い
て
理
解
し
ま
す
が
、
そ
の
情
報
量
は
と
て
つ
も
な
く
多
く
、
必
要
な
情
報
を
探
す
ま
で
、
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
聞
く
の
も
最
速
ス
ピ
ー
ド
で
聞
い
て
い
て
、
そ
の
上
、
よ
く
覚
え
て
い
た
こ
と

に
い
つ
も
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
ニ
ア
ー
ル
さ
ん
に
、
今
回
は
、
カ
ナ
ダ
と
日
本
で
の
経
験
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ニ
ア
ー
ル
・
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
と
申
し
ま
す
。
カ
ナ
ダ
出
身
で
、
ト
ロ
ン
ト
の
近
く
の
オ
ー
ク
ビ
ル
と
い
う
町
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
今
、
私
は
29
歳
で
、
英
語
の
教
師
と
し
て
働
い
て
お
り
ま
す
。
赤
井
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
通
り
、
私
は

生
ま
れ
つ
き
目
が
不
自
由
で
、
ほ
と
ん
ど
全
盲
で
す
。
先
天
性
黒
内
障
と
い
う
、
少
し
珍
し
い
目
の
病
気
で
す
。
興
味

が
あ
れ
ば
調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
3
歳
ぐ
ら
い
の
と
き
は
少
し
だ
け
目
が
見
え
、
影
や
、
暗
い
部
屋
の
中
で
輝
い
て
い
る
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
5
歳
ぐ
ら
い
に
な
る
と
、
完
全
に
視
力
を
失
い
ま
し
た
。
今
は
光
だ
け
感
じ
ら
れ
ま

す
が
、
そ
れ
以
外
は
何
も
見
え
ま
せ
ん
。

　
私
は
小
さ
い
頃
か
ら
点
字
を
習
い
始
め
ま
し
た
。
様
々
な
小
説
を
読
む
の
が
大
好
き
に
な
り
、
特
に
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ス
ト
ー
リ
ー
が
大
好
き
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
い
つ
か
ど
こ
か
遠
い
と
こ
ろ
に
行
っ
て
、
全
く
し
た
こ
と
の
な

い
経
験
を
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
幸
運
な
こ
と
に
、
私
の
夢
は
叶
い
、
現
在
は
英
語
の
教
師
と
し
て
世
界
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中
の
生
徒
た
ち
に
英
語
を
教
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
日
本
へ
は
3
回
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
チ
ャ
ン
ス

が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
ま
た
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
以
上
が
私
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
す
。
次
に
、
障
害
サ
ポ
ー
ト
の
配
慮
に
つ
い
て
、
特
に
カ
ナ
ダ
で
の
サ
ポ
ー
ト

と
、
日
本
の
留
学
生
だ
っ
た
と
き
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

カ
ナ
ダ
に
お
け
る
障
害
者
サ
ポ
ー
ト

　
カ
ナ
ダ
に
は
Ｃ
Ｎ
Ｉ
Ｂ
（Canadian N

ational Institute for the Blind

）
と
い
う
障
害
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
組
織
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
組
織
に
、
ど
う
や
っ
て
自
立
生
活
を
す
る
か
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
な

ど
の
簡
単
な
料
理
の
作
り
方
や
、
一
人
で
道
を
渡
る
方
法
な
ど
、
シ
ン
プ
ル
な
日
常
生
活
の
技
術
を
習
い
ま
し
た
。
当

時
は
学
校
の
後
で
こ
の
よ
う
な
ク
ラ
ス
に
通
う
の
は
面
倒
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
で
一
人
暮
ら
し
を
し
た
と

き
、
こ
の
ク
ラ
ス
が
ど
れ
だ
け
役
立
つ
か
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
、
学
校
に
は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
先
生
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
先
生
方
は
、
点
字
を
毎
日
習
い
、
私
の
教

材
が
全
部
点
字
で
読
め
る
よ
う
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
私
は
ロ
ー
カ
ル
の
普
通
の
小
学
校
と
高

校
に
通
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
は
1
人
の
目
の
見
え
な
い
生
徒
で
し
た
。

　
高
校
生
の
頃
、
ア
ジ
ア
の
言
語
に
つ
い
て
興
味
が
わ
き
ま
し
た
。
は
っ
き
り
と
し
た
理
由
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
英
語

と
全
く
違
う
世
界
の
雰
囲
気
が
面
白
そ
う
だ
と
思
い
、
異
文
化
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
日
本
語
は
特
に
面
白
い
で
す
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ね
。
た
く
さ
ん
の
若
い
男
の
子
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
ア
ニ
メ
や
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
な
ど
が
好
き
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
多
く
が
日
本
で
作
ら
れ
て
い
る
と
知
り
、
そ
の
言
語
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
れ
と
、
日
本
料
理
、
特
に
お
寿
司

が
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
高
校
生
の
頃
に
日
本
語
を
習
い
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
す
か
ら
、
日
本
語
の
代
わ
り
に
中
国
語
を
勉
強
し
始
め
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
本
当
に
楽
し
く
勉
強
で
き
ま
し
た
。

こ
の
と
き
も
、
先
生
方
は
私
の
教
科
書
を
全
て
点
字
に
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
中
国
語
の
勉
強
を
し
な
が
ら
、
私
は
独
学
で
日
本
語
を
勉
強
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
教
材
が
非
常
に
少
な
く
、
漢

字
な
ど
は
読
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
オ
ー
デ
ィ
オ
レ
ッ
ス
ン
を
聞
い
た
り
、
好
き
な
ア
ニ
メ
の
英
語
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
と
日
本
語
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
聞
き
比
べ
た
り
し
て
勉
強
し
ま
し
た
。
ど
う
い
う
意
味
の
言
葉
だ
ろ
う
と
推
測
し

な
が
ら
聞
い
て
い
ま
し
た
ね
。

　
大
学
生
に
な
る
と
、
点
字
の
教
材
の
入
手
が
難
し
く
な
り
、
ク
ラ
ス
を
パ
ソ
コ
ン
で
行
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
は

私
は
パ
ソ
コ
ン
に
慣
れ
て
お
り
、
全
く
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
ふ
だ
ん
読
み
上
げ
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
読
み
上
げ
ソ
フ
ト
に
は
様
々
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
日
本
語
で
は
文
章
の
間
に
あ
ま
り
ポ
ー

ズ
が
あ
り
ま
せ
ん
。
文
と
文
の
間
に
間
を
空
け
ず
に
続
け
て
し
ま
う
の
で
、
聞
き
に
く
い
で
す
。
今
も
、
短
い
テ
キ
ス

ト
な
ら
日
本
語
の
読
み
上
げ
ソ
フ
ト
で
読
め
ま
す
が
、
ゆ
っ
く
り
読
み
た
け
れ
ば
ロ
ー
マ
字
を
使
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、
ヒ
ュ
ー
ロ
ン
大
学
で
は
大
学
の
学
生
た
ち
を
採
用
し
、
ロ
ー
マ
字
で
た
く
さ
ん
の
教
材
を
タ
イ
ピ
ン
グ

す
る
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
赤
井
先
生
に
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
い
つ
も
ク
ラ
ス
の
前
に

そ
の
教
材
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
私
は
準
備
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
サ
ポ
ー
ト
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
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い
ま
す
。
テ
ス
ト
の
と
き
は
、
先
生
の
オ
フ
ィ
ス
で
口
頭
で
行
い
ま
し
た
。

日
本
へ
の
留
学

　
2
年
生
に
な
る
と
、
私
は
最
初
の
ク
ラ
ス
で
赤
井
先
生
に
、
留
学
生
と
し
て
日
本
に
行
き
た
い
と
話
し
ま
し
た
。
赤

井
先
生
と
ヒ
ュ
ー
ロ
ン
大
学
の
他
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
は
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
た
く
さ
ん
助
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

京
都
は
本
当
に
素
敵
そ
う
な
都
市
で
、
先
輩
の
学
生
た
ち
か
ら
京
都
外
国
語
大
学
と
い
う
大
学
は
本
当
に
楽
し
く
て
い

い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
と
聞
い
た
の
で
、
そ
の
大
学
に
申
請
し
ま
し
た
。
私
は
初
め
て
の
目
が
見
え
な
い
留
学
生
で
、

前
例
が
な
か
っ
た
た
め
、
京
都
外
語
大
学
は
た
め
ら
っ
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
赤
井
先
生
が
説
得
し
て
く
だ
さ
っ
た

お
か
げ
で
、
入
学
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
学
期
が
始
ま
る
1
週
間
前
に
、
父
と
一
緒
に
京
都
へ
行
き
、
日
常
生
活
の
こ
と
を
練
習
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
ス
ー

パ
ー
や
大
学
に
近
い
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
大
事
な
場
所
へ
の
行
き
方
な
ど
を
練
習
し
ま
し
た
。
先
生
方
と
出
会
う
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
と
き
は
、
カ
ナ
ダ
に
い
た
と
き
と
同
じ
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を
使
い
ま
し
た
。
そ
れ
と
、
教
材
は
全
て
ロ
ー
マ
字
で

準
備
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
院
生
た
ち
と
一
緒
に
他
の
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
私
が
少
し
混
乱
し
て
い
た
と
き
、
と
て
も
親
切
な
大
学
院
生
た
ち
が
時
間
を
取
っ
て
ゆ
っ
く
り
説
明
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
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さ
ら
に
、
日
本
語
の
先
生
方
に
は
少
し
ペ
ア
レ
ッ
ス
ン
を
し
て
い
た
だ
き
、
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明

し
て
い
た
だ
い
た
り
し
ま
し
た
。
さ
き
ほ
ど
赤
井
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
通
り
、
私
は
日
本
語
の
会
話
に
注
目
し
た

か
っ
た
の
で
、
そ
の
ペ
ア
レ
ッ
ス
ン
で
は
会
話
に
フ
ォ
ー
カ
ス
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
た
く
さ
ん
新
し
い
単
語
や
文

法
の
例
文
を
書
い
て
く
だ
さ
り
、
い
か
に
私
の
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
に
努
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
か
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
私
が
経
験
し
た
問
題
に
つ
い
て
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
カ
ナ
ダ
で
一
番
大
変
だ
っ
た
の
は
、
と
き
ど
き
準

備
の
時
間
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
で
し
た
。
先
生
方
が
忙
し
く
、
1
年
生
の
と
き
は
1
人
の
先
生
し
か
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
と
、
チ
ュ
ー
タ
ー
を
見
つ
け
た
り
、
教
材
を
ロ
ー
マ
字
で
書
い
て
く
だ
さ
る
人
を
見
つ
け
た
り
す
る
の
に
少
し
時

間
が
か
か
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
私
は
先
生
方
に
た
く
さ
ん
の
メ
ー
ル
を
書
い
た
り
、
隣
の
学
生
に
説
明
を
頼
ん
だ

り
し
ま
し
た
。
特
に
1
年
生
の
と
き
、
先
生
方
は
基
礎
的
な
文
法
の
説
明
の
際
に
黒
板
の
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
を
使
い
ま
し

た
。
そ
れ
を
理
解
す
る
の
は
大
変
で
し
た
が
、
後
で
先
生
に
聞
い
て
、
理
解
で
き
な
か
っ
た
部
分
を
、
ゆ
っ
く
り
説
明

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
日
本
で
は
も
っ
と
用
意
の
時
間
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
教
材
が
本
当
に
多
か
っ
た
で
す
。
毎
週
少
な
く
と
も
１

０
０
個
、
と
き
に
は
２
０
０
個
ぐ
ら
い
の
新
し
い
単
語
を
覚
え
る
必
要
が
あ
り
、
日
本
語
に
は
似
て
い
る
発
音
を
使
う

言
葉
が
非
常
に
多
い
の
で
、
苦
労
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
計
画
、
き
っ
か
け
、
企
画
、
機
会
、
経
過
、
機
構
な
ど
が
一

つ
の
テ
キ
ス
ト
に
あ
る
と
き
は
本
当
に
困
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
、
と
き
ど
き
長
い
レ
ク
チ
ャ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
基
礎
日
本
語
の
ク
ラ
ス
は
3
時
間
ぐ
ら
い
で
、
長
時
間
集
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中
し
続
け
る
の
は
難
し
く
、
最
初
に
マ
テ
リ
ア
ル
が
理
解
で
き
て
も
、
ク
ラ
ス
が
進
む
う
ち
に
文
脈
を
見
失
っ
て
し
ま

い
、
先
生
が
何
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
か
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
と
き
は
、
辛
抱
強
く
、

ゆ
っ
く
り
先
生
か
チ
ュ
ー
タ
ー
と
一
緒
に
全
て
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
し
た
。

　
私
は
何
が
必
要
か
を
は
っ
き
り
説
明
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
ま
し
た
。
2
年
生
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
初
日
に
赤
井

先
生
に
何
が
必
要
か
を
説
明
で
き
て
本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。
英
語
で
は
“self-advocacy

”
と
言
い
ま
す
が
、
自
分

に
何
が
必
要
か
を
言
う
こ
と
は
障
害
の
あ
る
大
学
生
に
と
っ
て
不
可
欠
な
技
術
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
自
分
の
責
任

だ
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
最
初
に
友
達
を
作
り
、
毎
日
隣
に
座
っ
て
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
そ
の
友
達
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
は
ず
っ
と
日
本
語
で
し
た
。
大
学
に
い
る
人
は
皆
英
語
の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
は
な
い
の
で
、
ク
ラ
ス
は
１
０
０
％

日
本
語
で
、
先
生
方
も
あ
ま
り
英
語
が
話
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
い
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
な
り
ま
し
た
が
、
時
々
英

語
を
話
す
人
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
確
認
で
き
、
本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
と
ク
ラ
ス
の
用
意
が
本
当
に
大
事
で
し
た
。
ク
ラ
ス
の
前
に
、
何
に
つ
い
て
習
う
か
を
あ
ら
か
じ
め
紹
介
し
て

も
ら
え
る
と
、
本
当
に
助
か
り
ま
す
。
そ
れ
に
、
ク
ラ
ス
の
後
で
も
う
一
度
復
習
す
る
の
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
反

復
が
大
事
で
す
が
、
最
も
大
事
な
の
は
、
我
慢
と
自
己
管
理
で
す
。
毎
日
頑
張
っ
て
勉
強
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
ま

た
、
シ
ン
プ
ル
な
解
決
も
助
か
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
ク
ラ
ス
の
前
に
、
教
科
書
の
中
の
絵
に
つ
い
て
説
明
し
て
も
ら

え
る
と
本
当
に
助
か
り
ま
す
。

　
漢
字
に
つ
い
て
で
す
が
、
は
じ
め
、
私
は
あ
ま
り
漢
字
を
習
わ
ず
に
、
日
本
語
の
会
話
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
い
と
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思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
単
語
の
知
識
を
広
げ
よ
う
と
す
る
な
ら
、
よ
く
使
わ
れ
る
漢
字
の
基
礎
的
な
意
味
や
、

訓
読
み
、
音
読
み
な
ど
が
わ
か
っ
た
ほ
う
が
覚
え
や
す
く
な
り
ま
す
。
単
語
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど

覚
え
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
単
語
を
覚
え
る
と
き
、
面
白
い
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
例
文
が
あ
る
と
助
か
り
ま
す
。

ま
た
、
漢
字
の
論
理
的
な
関
係
も
面
白
く
、
覚
え
る
際
の
助
け
に
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、「
炊
飯
器
」
と
い
う
言
葉

は
、「
炊
く
」
と
い
う
意
味
の
「
炊
」
に
、「
ご
飯
」
の
「
飯
」、
そ
れ
に
マ
シ
ー
ン
や
道
具
と
い
う
意
味
の
「
器
」
と

い
う
漢
字
の
組
み
合
わ
せ
で
す
ね
。
こ
う
い
う
も
の
は
論
理
的
な
関
係
が
あ
っ
て
覚
え
や
す
い
で
す
。
漢
字
の
こ
う

い
っ
た
部
分
は
英
語
よ
り
便
利
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
私
は
よ
く
漢
字
の
意
味
の
説
明
も
リ
ク
エ
ス
ト
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
漢
字
の
音
読
み
は
似
て
い
る
も
の
や
同
じ
も
の
が
多
い
で
す
。
例
え
ば
、
先
ほ
ど
の
「
炊
飯
器
」
と
い

う
言
葉
を
最
初
に
習
っ
た
と
き
、「
ス
イ
」
は
「
水
」
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
水
を
使
っ
て
お
湯
を
沸
か
し
て
ご
飯

を
作
り
ま
す
か
ら
。

障
害
の
あ
る
学
生
へ
の
配
慮
に
か
か
わ
る
ア
ド
バ
イ
ス

　
時
間
が
わ
ず
か
と
な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
最
後
に
少
し
だ
け
、
障
害
者
の
学
生
を
も
つ
先
生
方
の
た
め
の
ア
ド
バ

イ
ス
に
つ
い
て
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
目
が
不
自
由
、
あ
る
い
は
耳
が
聞
こ
え
な
い
と
い
っ
た
障
害
を
持
つ

学
生
と
、
し
っ
か
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
声
を
か
け
な
け
れ
ば
、
何
が
必

要
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
あ
ま
り
合
理
的
で
な
か
っ
た
り
、
現
実
的
に
難
し
い
リ
ク
エ
ス
ト
だ
っ
た
り
し
た
場
合
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は
、
他
の
選
択
肢
を
提
示
す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
学
生
が
本
当
に
日
本
語
に
興
味
が
あ
る
な
ら
、
セ
ル
フ
ス
タ
デ
ィ
ー
で
簡
単
に
使
え
る
リ
ソ
ー
ス
が
あ

れ
ば
、
う
ま
く
勉
強
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
私
の
日
本
語
の
先
生
方
は
“TAN

GO
RIN

”
と
い
う
日
本
語

の
辞
書
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
辞
書
は
ロ
ー
マ
字
で
単
語
を
調
べ
た
り
、
漢
字
の
意
味
を
確
認
し
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
、
例
文
も
豊
富
で
す
。

　
加
え
て
、
障
害
の
あ
る
生
徒
た
ち
に
様
々
な
方
法
や
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を
試
し
て
み
る
こ
と
は
本
当
に
価
値
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
や
っ
て
み
て
、
あ
ま
り
役
に
立
た
な
け
れ
ば
、
気
に
せ
ず
別
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を
試
せ
ば
い
い
の
で
す
。

そ
の
生
徒
た
ち
の
目
標
や
、
ど
う
し
て
日
本
語
を
習
い
た
い
か
を
理
解
す
れ
ば
、
さ
ら
に
よ
く
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
と
思

い
ま
す
。



質
疑
応
答
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○
教
材
の
内
容
を
他
の
形
で
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
詳
し
く
お
聞
き
し
ま
す
。
こ
う
し
た
サ
ポ
ー
ト
の
提
供

が
難
し
い
場
合
、
そ
の
学
生
は
授
業
の
履
修
が
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
い
は
、
大
学
で
何
ら
か
の
手
段
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

　
ニ
ア
ー
ル
さ
ん
の
場
合
は
印
刷
さ
れ
た
教
科
書
を
渡
し
て
も
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
大
学
が
雇
っ
た
ア
シ
ス

タ
ン
ト
が
教
科
書
を
全
て
タ
イ
プ
し
直
し
電
子
化
し
た
も
の
を
読
み
上
げ
ソ
フ
ト
で
読
み
上
げ
て
学
習
し
ま
す
。
内
容

は
教
科
書
に
沿
っ
て
い
る
の
で
同
じ
で
す
が
、
形
態
が
変
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
大
学
の
義
務
な
の

で
、
障
害
が
理
由
で
履
修
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
教
員
で
は
な
く
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
方
が
責
任
を
持
っ
て
準
備
を
し
ま
す
。（
赤
井
）

○
英
語
が
母
語
で
は
な
い
学
生
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
の
事
例
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

　
英
語
が
で
き
な
い
か
ら
そ
の
学
生
が
持
っ
て
い
る
能
力
が
出
せ
な
い
と
い
う
の
は
、
出
さ
せ
る
方
法
が
悪
い
、
つ
ま

り
教
師
が
う
ま
く
引
き
出
せ
て
い
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
学
生
一
人
一
人
に
は
す
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
の
自
分
た
ち
の
知
識
が
十
分
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
引
き
出
す
た
め
の
評
価
方
法
や
授
業
参
加
方
法
を
与
え
る

の
が
教
員
側
の
責
任
・
義
務
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
学
生
が
つ
い
て
い
け
な
い
場
合
、
教
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
き
れ
な

い
部
分
は
大
学
の
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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し
か
し
、
一
つ
の
部
分
で
そ
の
学
生
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
悪
く
て
も
、
違
う
部
分
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
い
い
と

い
う
こ
と
も
多
々
あ
り
、
多
方
面
で
評
価
す
る
こ
と
も
、
教
員
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
英
語
が
書

け
な
く
て
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
が
悪
い
、
さ
ら
に
、
英
語
が
ネ
イ
テ
ィ
ブ
で
は
な
い
た
め
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
発
言

も
難
し
い
と
い
っ
た
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
そ
の
日
の
授
業
の
内
容
の
配
布
物
は
事
前
に
渡
し
、
教
師
が
聞

く
質
問
も
そ
こ
に
載
せ
て
お
き
ま
す
。
す
る
と
、
学
生
は
教
科
書
と
授
業
で
扱
う
こ
と
を
事
前
に
読
め
ま
す
し
、
質
問

へ
の
答
え
も
英
語
で
調
べ
て
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ク
ラ
ス
で
発
言
す
る
の
が
恥
ず
か
し
け
れ
ば
、
グ

ル
ー
プ
活
動
に
し
、
ま
ず
グ
ル
ー
プ
内
で
発
言
さ
せ
て
、
そ
の
後
ク
ラ
ス
全
体
で
話
し
合
っ
た
内
容
を
発
表
す
る
と
い

う
方
法
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
段
階
を
設
定
し
、
学
生
が
自
信
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

（
赤
井
）

　
英
語
の
場
合
、
大
学
で
は
、
入
学
す
る
た
め
の
最
低
基
準
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
留
学
生
で
あ
っ
て
も
障
害
が

あ
っ
て
も
そ
れ
は
ク
リ
ア
し
て
い
る
と
い
う
の
が
前
提
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
ク
リ
ア
し
た
基
準
の
人
た
ち
に
対
し

て
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
の
か
、
そ
れ
と
も
教
室
内
で
カ
バ
ー
で
き
る
範
囲
な
の
か
と
い
う
違
い
な

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
配
慮
と
い
っ
た
場
合
、
一
定
の
基
準
は
ク
リ
ア
し
て
い
る
と
い
う
前
提
で
、

あ
ま
り
考
慮
さ
れ
な
い
対
象
に
な
っ
て
い
る
の
か
な
と
理
解
し
て
い
ま
し
た
。（
司
会
）

○
カ
ナ
ダ
で
は
メ
ン
タ
ル
に
よ
る
障
害
を
持
つ
学
生
が
か
な
り
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
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日
本
で
も
同
じ
状
況
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
学
生
の
中
で
も
、
ど
ん
な
支
援
が
必
要
か
を
本
人
か
ら
明

確
に
聞
く
こ
と
が
で
き
て
、
表
面
化
さ
れ
た
形
で
解
決
策
を
見
つ
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
一
方
、
本
人
か
ら
の
要
求

が
は
っ
き
り
し
な
い
等
、
大
学
に
柔
軟
な
対
応
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し

た
と
き
に
、
教
員
の
対
応
に
ぶ
れ
が
生
じ
た
り
、
そ
の
時
々
で
改
め
て
判
断
が
必
要
に
な
っ
た
り
と
難
し
い
こ
と
が
多

い
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
う
し
た
状
況
に
つ
い
て
ご
意
見
は
あ
り
ま
す
か
。

　
お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
メ
ン
タ
ル
の
問
題
は
年
々
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
が
20

年
前
に
来
た
と
き
か
ら
メ
ン
タ
ル
の
問
題
で
苦
し
ん
で
い
る
学
生
は
や
は
り
い
て
、
ず
っ
と
同
じ
よ
う
な
状
況
で
は
あ

り
ま
す
。
た
だ
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
今
は
昔
よ
り
も
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
人
た
ち
が
踏
み
込
ん
で
く
れ
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。
私
た
ち
教
員
が
直
接
や
り
取
り
を
す
る
よ
り
も
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
多
く
や
り
取
り
を
し
て
く
れ
る
の
で
、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
そ
の
学
生
の
メ
ン
タ
ル
な
ど
の
状
況
を
把
握
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
去
年
、
私
の
学
生
で
、
学
期
の
初
め
は
元
気
だ
っ
た
の
で
す
が
、
薬
の
相
性
が
悪
か
っ
た
の
か
、
途
中
か
ら
体
調
を

崩
し
て
し
ま
っ
た
学
生
が
い
ま
し
た
。
授
業
に
来
た
い
け
れ
ど
来
ら
れ
な
い
、
駐
車
場
ま
で
車
で
運
転
し
て
来
ら
れ
る

け
れ
ど
学
校
に
入
れ
な
い
。
こ
う
し
た
場
合
は
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
方
に
対
応
し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
し

て
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
か
ら
で
き
る
だ
け
の
配
慮
を
す
る
よ
う
連
絡
が
あ
っ
て
、
本
人
と
直
接
話
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
学
生
は
当
初
、
課
題
が
三
つ
出
せ
て
い
な
く
て
、「
内
一
つ
は
も
う
や
り
始
め
た
か
ら
で
き
る
、
残
り
二
つ
の

課
題
を
一
つ
に
し
て
、
そ
の
分
少
し
ペ
ー
ジ
数
を
多
く
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
こ
と
で
互
い
に
合
意
し
ま
し
た
。
し
か
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し
、
そ
の
時
は
元
気
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
後
も
授
業
に
来
ら
れ
ず
、
や
り
始
め
て
い
る
と
言
っ
て
い
た
課
題
も
出

せ
て
い
な
い
状
況
で
し
た
。
私
も
メ
ー
ル
し
て
は
み
た
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
状
態
の
と
き
は
や
は
り
学
生
か
ら
の
返

事
は
来
ま
せ
ん
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
方
か
ら
も
こ
の
学
生
に
連
絡
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
連
絡
が
取
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
最
終
的
に
、
こ
の
学
生
は
そ
の
学
期
で
は
授
業
を
落
と
す
と
い
う
決
断
を
し
ま
し
た
。

　
学
生
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
か
ら
の
配
慮
の
リ
ク
エ
ス
ト
も
あ
り
ま
す
し
、
学
生
本
人
の
希
望
も
様
々
に
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
教
員
も
永
遠
に
課
題
を
待
つ
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
最
終
的
に
は
教
員
側
の
状
況
も
説
明
し
て
話
し
合
う
こ
と

が
大
事
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。（
赤
井
）

○
赤
井
先
生
の
お
話
の
中
に
あ
っ
た
、「
障
害
者
の
学
生
を
教
室
の
真
ん
中
に
置
き
去
り
に
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
で
す
。
ど
う
し
て
真
ん
中
に
置
い
て
は
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
こ
れ
は
ど
の
障
害
者
に
対
し
て
も

そ
う
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
か
ら
、
配
慮
の
必
要
な
学
生
た
ち
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
な
っ
て
ど
う
だ
っ
た
か
と

い
う
こ
と
で
す
。
教
え
る
側
、
学
ぶ
側
、
双
方
に
と
っ
て
、
よ
か
っ
た
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
な
ど
、
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
ず
、「
障
害
者
の
学
生
を
教
室
の
真
ん
中
に
置
き
去
り
に
し
な
い
」
と
い
う
の
は
、
私
た
ち
が
大
学
か
ら
も
ら
う
、

障
害
者
が
ク
ラ
ス
に
い
る
場
合
の
手
引
き
に
あ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
、
視
覚
障
害
の
あ
る
学
生
の
場
合
の
例
と
し
て
、

部
屋
の
真
ん
中
に
置
き
去
り
に
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
部
屋
の
真
ん
中
に
い
る
と
自
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分
が
ど
こ
に
位
置
し
て
い
る
か
が
わ
か
ら
な
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
何
か
の
近
く
だ
と
そ
れ
で
位
置
が
把
握
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
視
覚
障
害
の
あ
る
学
生
が
教
室
の
前
の
方
の
席
に
座
り
、
教
員
の
近
く
に
い
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
緊
急
事
態
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
意
味
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
つ
い
て
の
ご
質
問
で
す
が
、
そ
の
当
時
、
私
に
配
慮
が
必
要
だ
と
正
式
な
申
請
が

あ
っ
た
学
生
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
メ
ン
タ
ル
ダ
ウ
ン
に
な
っ
た
学
生
は
何
人
か
い
て
、
授
業
の
あ
と
に
泣

き
崩
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
二
つ
の
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
一
つ
の
ケ
ー
ス
で
は
そ
の
後
頑

張
っ
て
コ
ー
ス
を
終
え
た
の
で
す
が
、
も
う
一
つ
の
ケ
ー
ス
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
こ
ち
ら
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
も
返

事
が
な
く
、
そ
の
ま
ま
授
業
に
来
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
学
生
は
授
業
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
な
く
な
っ
た

あ
と
で
、
再
度
授
業
を
取
り
直
し
て
復
活
し
た
の
で
、
や
は
り
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
教
員
に
と
っ
て
も
そ
う
で
す
が
、

学
生
に
と
っ
て
負
担
が
大
き
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
で
も
あ
の
と
き
彼
女
に
何
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。（
赤
井
）

○
お
話
の
中
で
、
学
生
が
な
か
な
か
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
に
来
ら
れ
な
い
理
由
と
し
て
、
社
会
や
家
族
の
理
解
が
得
ら

れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
家
族
か
ら
は
、
例
え
ば
ど
の
よ
う
な
理
解
が
得
ら
れ
な
い
の
か
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
は
留
学
生
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
の
で
す
が
、
家
族
、
特
に
ご
両
親
か
ら
大
き
な
期
待
を
か
け
ら
れ
て
き
た
学
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生
の
場
合
、
支
援
に
来
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
先
ほ
ど
お
話
し
た
、
メ
ン
タ
ル
ダ
ウ
ン
し
た
学
生
の
1
人
は
、

留
学
生
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
高
校
で
本
当
に
優
秀
で
、
そ
の
町
で
は
ト
ッ
プ
と
い
う
学
生
で
し
た
。
し
か
し
、

大
学
に
来
た
ら
も
っ
と
優
秀
な
人
が
い
て
、
そ
の
ス
ト
レ
ス
に
潰
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
留
学
生
の
中

に
は
、
医
者
や
弁
護
士
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
、
親
か
ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
り
、
だ
か
ら
支
援
セ
ン
タ
ー
や
医

者
に
行
け
な
い
と
い
う
学
生
も
い
ま
す
。
あ
る
い
は
、
医
者
か
ら
診
断
を
も
ら
っ
て
も
、
親
に
は
言
え
な
い
と
い
う
学

生
も
実
際
に
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
や
は
り
早
い
診
断
を
も
ら
う
に
は
家
族
の
理
解
が
必
要
で
す
。
今
日
話
し
て
く

れ
た
ニ
ア
ー
ル
さ
ん
の
場
合
は
お
母
さ
ん
が
フ
ァ
イ
タ
ー
だ
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
家
族
の
理
解
が
あ
っ
て
、
は

じ
め
て
私
た
ち
が
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。（
赤
井
）

○
心
の
問
題
が
発
生
し
た
と
き
に
、「
治
療
す
る
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
し
ま
う
と
、
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
離
脱
し

て
し
ま
う
学
生
が
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
予
防
的
支
援
、
つ
ま
り
、
問
題
が
起
き
る
前
に
止
め
て
い
く
支
援
が
必
要
な

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
配
慮
と
い
う
の
は
問
題
が
発
生
し
た
あ
と
で
対
策
を
考
え
る
と
い
う
よ
う
な
、
あ
と
づ
け
の
パ

タ
ー
ン
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
先
回
り
し
て
い
け
る
か
が
今
後
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
私

た
ち
教
員
が
、
そ
う
い
っ
た
学
生
を
、
大
学
が
施
設
と
し
て
行
っ
て
い
る
サ
ポ
ー
ト
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
義
務
だ

と
も
思
い
ま
す
。（
赤
井
）
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○
大
学
か
ら
教
員
に
学
生
の
障
害
や
病
名
が
明
か
さ
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
に

は
何
か
理
由
や
経
緯
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
教
員
が
適
切
な
支
援
を
提
供
す
る
た
め
に
そ
の
病
名
や
障
害
を

知
り
た
い
場
合
、
ど
こ
ま
で
開
示
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
も
う
10
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
病
名
は
開
示
さ
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
こ
れ
は
個
人
情
報
だ
か
ら
で
す
ね
。

教
員
が
開
示
を
要
求
で
き
る
か
ど
う
か
私
自
身
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
人
に
は
聞
け
な
い
は
ず
で
す
か

ら
、
も
し
聞
き
た
い
と
し
た
ら
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
連
絡
し
て
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
学
生
に
開
示
し
て
も
い
い
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
教
員
と
学
生
の
間
に
は
力
関
係
が
あ
り
ま
す
の
で
、
教
員
が
直
接
聞
け
ば
学
生
は

答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
通
す
形
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、
実
際

に
は
、
話
し
合
う
と
き
に
学
生
か
ら
詳
細
を
話
し
て
く
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
学
生
が
自
分
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
も

言
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
秘
匿
さ
れ
る
情
報
で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
人
自
ら
開
示
し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ

る
こ
と
を
み
る
と
、
オ
ー
プ
ン
な
形
で
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
日
頃
感
じ
て
い
ま
す
。（
赤
井
）

○
配
慮
が
必
要
な
学
生
に
対
す
る
配
慮
が
必
要
だ
と
い
う
の
は
大
前
提
と
し
て
あ
り
ま
す
が
、
他
の
受
講
生
に
対
す
る

配
慮
が
必
要
な
場
合
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
お
話
の
中
で
メ
ン
タ
ル
の
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
に
犬
を
連
れ
て
授

業
を
受
け
た
学
生
の
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
同
じ
ク
ラ
ス
内
に
犬
ア
レ
ル
ギ
ー
の
学
生
が
い
た
場
合
な
ど
の
対
応
に
つ

い
て
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
。
ま
た
、
こ
う
い
っ
た
場
合
、
他
の
学
生
へ
の
情
報
共
有
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
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う
か
。
例
え
ば
、
ク
ラ
ス
に
犬
を
連
れ
た
人
が
入
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
が
事
前
に
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
合
意
形
成
の

し
よ
う
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
自
分
が
犬
ア
レ
ル
ギ
ー
だ
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
も
わ
か
り
ま
せ

ん
。
そ
う
い
っ
た
、
集
団
の
中
で
の
合
意
形
成
の
仕
組
み
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
は
難
し
い
で
す
ね
。
例
え
ば
、
犬
ア
レ
ル
ギ
ー
と
い
っ
た
場
合
に
は
医
師
の
診
断
が
あ
れ
ば
同
じ
立
場
で
配
慮

を
得
ら
れ
る
権
利
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
逆
に
、
証
明
が
何
も
な
け
れ
ば
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
合
意
形
成
に
か
ん
し
て
は
、
特
に
仕
組
み
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
員
に
全
て
任
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
犬
の

ケ
ー
ス
は
私
の
同
僚
の
こ
と
な
の
で
詳
し
く
わ
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
例
え
ば
ニ
ア
ー
ル
さ
ん
の
場
合
は
、
初
日
の
授

業
の
時
、
彼
が
ク
ラ
ス
に
入
っ
て
く
る
前
に
私
か
ら
ほ
か
の
受
講
生
全
員
に
話
を
し
ま
し
た
。
配
慮
が
必
要
な
学
生
が

い
る
の
で
、
彼
に
は
こ
の
教
室
の
こ
こ
に
座
っ
て
も
ら
い
た
い
と
か
、
い
つ
も
横
に
つ
い
て
、
今
何
を
勉
強
し
て
い
る

か
な
ど
、
ク
ラ
ス
内
で
彼
が
困
っ
た
際
に
ア
シ
ス
ト
し
て
く
れ
る
人
が
欲
し
い
と
い
っ
た
こ
と
で
す
。
ペ
ア
ワ
ー
ク
も

ニ
ア
ー
ル
さ
ん
自
身
は
動
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
す
ぐ
に
駆
け
寄
っ
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
ほ
し
い
と

言
っ
た
ら
す
ぐ
手
が
挙
が
り
ま
し
た
。
特
に
何
の
問
題
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
私
が
一
つ
気
に
な
っ
て
い
た
の
は
、
漢
字
で
す
。
ニ
ア
ー
ル
さ
ん
と
は
話
し
合
い
を
し
て
、
漢
字
は
学
習
内
容
に
入

れ
な
い
こ
と
に
な
り
評
価
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
評
価
方
法
が
他
の
学
生
と
違
う
の
で
、
そ
れ
に
つ
い
て
何
か

言
っ
て
く
る
人
が
い
る
か
な
と
心
配
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
も
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
や
は
り
ニ

ア
ー
ル
さ
ん
が
違
う
や
り
方
で
努
力
を
し
て
い
る
の
で
、
学
生
も
そ
れ
を
目
の
前
で
見
て
い
て
、
そ
れ
は
不
平
等
だ
と



54

第一部　カナダの大学における「合理的配慮」

は
誰
も
言
え
な
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
事
前
に
学
生
の
同
意
と
い
う
か
、
こ
う
い
う
状
況
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
て
、
何
か
問
題
が
あ

り
そ
う
だ
っ
た
ら
言
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
を
伝
え
、
そ
の
後
、
そ
の
ク
ラ
ス
の
雰
囲
気
を
作
っ
て
い
く
の
も
教
員

の
責
任
だ
と
思
い
ま
す
。（
赤
井
）

○
ニ
ア
ー
ル
さ
ん
に
も
う
か
が
い
た
い
の
で
す
が
、
お
話
の
中
で
、
最
初
に
赤
井
先
生
と
話
し
て
ど
う
い
っ
た
サ
ポ
ー

ト
が
必
要
か
を
伝
え
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
大
学
の
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
か
ら
も
授
業
を
担
当
す
る
先
生
へ

連
絡
が
い
く
と
思
う
の
で
す
が
、
こ
れ
は
自
分
自
身
で
先
生
と
話
す
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

　
そ
う
で
す
ね
。
支
援
セ
ン
タ
ー
の
方
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
語
教
育
に
つ
い
て
は
知
識
が
な
い
の
で
、
先
生
に

直
接
話
し
た
方
が
い
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
最
初
に
日
本
語
の
先
生
と
話
し
て
、
何
が
必
要
か
を
は
っ
き

り
説
明
し
て
い
ま
し
た
。
授
業
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
進
ん
で
い
く
か
詳
細
が
わ
か
っ
た
ら
、
大
学
の
ス
タ
ッ
フ
に
リ
ク

エ
ス
ト
を
連
絡
し
ま
す
。
例
え
ば
チ
ュ
ー
タ
ー
が
必
要
だ
と
か
、
教
科
書
を
ロ
ー
マ
字
で
タ
イ
ピ
ン
グ
し
て
も
ら
い
た

い
と
い
っ
た
こ
と
で
す
。

　
私
の
場
合
、
英
語
で
勉
強
し
て
い
た
の
は
主
に
社
会
科
学
で
し
た
が
、
大
学
の
ス
タ
ッ
フ
は
私
の
よ
う
な
学
生
の
対

応
に
慣
れ
て
い
た
の
で
、
シ
ン
プ
ル
で
し
た
。
例
え
ば
教
科
書
の
リ
ス
ト
を
私
が
読
め
る
フ
ァ
イ
ル
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に

変
換
す
る
よ
う
に
お
願
い
し
た
り
、
授
業
で
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
が
あ
れ
ば
、
読
め
る
よ
う
に
確
認
し
た
り
し
て
お
き
ま
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し
た
ね
。
何
度
も
経
験
し
て
い
る
こ
と
な
の
で
、
こ
ち
ら
は
あ
ま
り
複
雑
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。（
ニ
ア
ー
ル
）

○
ニ
ア
ー
ル
さ
ん
に
も
う
一
つ
質
問
で
す
。
大
学
に
入
る
と
き
や
交
換
留
学
を
す
る
と
き
、
自
分
の
状
態
は
は
じ
め
に

あ
る
程
度
ま
と
め
て
伝
え
る
の
が
一
般
的
な
の
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
日
本
の
場
合
、
機
材
の
問
題
な
ど
で
支
援
が
間

に
合
わ
な
い
こ
と
が
往
々
に
し
て
あ
り
ま
す
。
大
学
で
は
、
何
が
必
要
か
は
入
学
時
に
ま
と
め
て
情
報
が
欲
し
い
の
で

し
ょ
う
か
。

　
入
学
時
だ
け
で
な
く
、
で
き
れ
ば
入
学
の
か
な
り
前
に
連
絡
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
自
分
が
こ
れ
ま
で
ど
の

よ
う
に
日
本
語
を
勉
強
し
て
い
た
か
な
ど
を
説
明
し
、
先
生
方
が
ゆ
っ
く
り
準
備
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
で

す
か
ら
、
入
学
の
前
に
、
で
き
る
だ
け
早
く
詳
細
を
伝
え
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。（
ニ
ア
ー
ル
）
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私
か
ら
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。
こ
の
報
告
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
「
合
理
的
配
慮
」
の
枠
組
み

と
状
況
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
資
料
や
文
献
を
も
と
に
報
告
し
ま
す
。
な
お
、
こ
こ
で
扱
う
の
は
、
イ
ギ

リ
ス
の
中
で
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
す
。

　
本
日
は
、
ま
ず
、
私
の
イ
ギ
リ
ス
の
合
理
的
配
慮
に
関
す
る
研
究
の
全
体
像
を
お
話
し
し
ま
す
。
次
に
、
イ
ギ
リ
ス

に
お
け
る
障
が
い
者
教
育
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
た
上
で
、
近
年
の
「
合
理
的
調
整
」
に
関
わ
る
法

令
等
と
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
そ
の
後
、
合
理
的
配
慮
と
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
関
係
や
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
教
育
の
課
題
に
関
す
る
議
論
を
紹
介
し
な
が
ら
、
外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
合
理
的
配
慮
へ
の
大
学
の
対
応

に
も
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
研
究
で
は
、
昨
年
度
ま
で
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
障
が
い
の
あ
る
人
々
へ
の
教
育
を
め
ぐ
る
概
念
と
歴
史
を

追
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
の
高
等
教
育
に
お
け
る
状
況
に
つ
い
て
、
政
府
文
書
、
政
府
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
料
、
先
行
研
究
か
ら
把
握
し
て
き
ま
し
た
。
な
お
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
合
理
的
配
慮

に
つ
い
て
、reasonable adjustm

ent

「
合
理
的
調
整
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
以
下
で
は
、
合
理

的
調
整
と
い
う
言
葉
を
使
い
ま
す
。
今
後
、
現
地
に
赴
き
、
大
学
に
お
け
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に
つ
い
て
調
査
す

る
予
定
で
す
。



61

イギリス高等教育における「合理的配慮」：髙橋　彩

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
合
理
的
配
慮
を
め
ぐ
る
政
策
展
開
の
背
景

　
ま
ず
、
歴
史
的
背
景
か
ら
お
話
し
し
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
の
障
が
い
児
（
者
）
教
育
に
つ
い
て
は
、
長
年
に
渡
り
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
や
議
論
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
の
制
度
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
の
が
、
１
９
７
８

年
の
「
障
が
い
児
（
者
）
教
育
調
査
委
員
会
報
告
書
」
で
す
。
通
称
、「
ウ
ォ
ー
ノ
ッ
ク
報
告
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

委
員
長
で
あ
っ
た
メ
ア
リ
ー
・
ウ
ォ
ー
ノ
ッ
ク
は
哲
学
者
で
、
こ
の
報
告
で
「
特
別
な
教
育
的
ニ
ー
ズ
（Special Ed-

ucational N
eeds

）」
と
い
う
考
え
方
を
示
し
ま
し
た
。
報
告
書
に
示
さ
れ
た
概
念
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
の
利
益
に

な
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
障
が
い
者
教
育
の
歴
史
を
丹
念
に
追
っ
て
い
る
水
野

（
２
０
１
９
）
は
、
こ
の
報
告
を
「
全
世
界
的
に
も
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
原
点
と
し
て
今
日
で
も
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
」（p.163

）
と
し
て
い
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
１
９
７
０
年
代
に
は
す
で
に
、
障
が
い
者
教
育
に
対
し

て
「
特
別
な
教
育
的
ニ
ー
ズ
」
と
い
う
考
え
方
が
示
さ
れ
、
そ
の
議
論
が
行
わ
れ
て
お
り
、
早
い
時
期
か
ら
障
が
い
の

あ
る
人
々
へ
の
「
対
応
」
と
い
う
よ
り
、
教
育
の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
（
髙
橋
、
２
０
２

１
）。

　
現
在
の
合
理
的
調
整
の
法
的
根
拠
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
の
は
「
平
等
法
」
で
す
。
平
等
法
は
、
そ
れ
ま
で
個
別
に

あ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
関
連
法
を
整
理
・
統
合
し
た
も
の
で
、
障
が
い
者
差
別
に
つ
い
て
は
、
１
９
９
５
年
のDis-

ability Discrim
ination Act

（「
障
が
い
者
差
別
禁
止
法
」）
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。（
内
閣
府
、

２
０
１
５
）
平
等
法
は
、
す
べ
て
の
国
民
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
平
等
法
の
も
と
で
は
、
大
学
は
障
が
い
の
あ
る
学
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生
に
、
教
育
の
機
会
均
等
を
保
障
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、「
規
程
や
慣
行
の
変
更
」、「
物
理
的
な
障

壁
の
変
更
や
取
り
除
き
」、「
支
援
サ
ー
ビ
ス
や
機
器
の
提
供
」（
筆
者
訳
）（O

ffi
ce for Students, 2019: ; 4 

詳
細
は

Equality and H
um

an Rights Com
m

ission, 2011

）
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、「
平
等
法
」
の
施
行

規
則
で
説
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
障
が
い
者
と
の
関
わ
り
の
中
で
課
せ
ら
れ
た
合
理
的
調
整

提
供
義
務
に
応
じ
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、
そ
こ
で
は
障
が
い
者
に
対
す
る
あ
る
種
の
差
別
が
発
生
し
て
い
る
」（
内
閣

府
、
２
０
１
５
に
よ
る
仮
訳
）
こ
と
に
な
り
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
「
障
が
い
」
の
定
義
と
合
理
的
調
整
の
方
法

　
と
こ
ろ
で
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
障
が
い
は
、
ど
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。「
身
体
的
あ
る
い
は
精

神
的
障
が
い
を
持
ち
、
そ
の
障
が
い
が
相
当
の
程
度
で
、
長
期
間
通
常
の
日
常
的
活
動
を
遂
行
す
る
能
力
に
負
の
影
響

が
あ
る
」（
筆
者
訳
）（Equality Act 2010; O

ffi
ce for Students, 2020

）
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
教
育
機
関
は
、
こ

の
よ
う
な
障
が
い
の
あ
る
学
生
を
非
好
意
的
に
扱
っ
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
学
生
が
差
別
的
な

状
況
に
置
か
れ
な
い
よ
う
合
理
的
調
整
を
行
う
義
務
が
あ
り
ま
す
（GO

V.UK

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
：Disability Rights

）。

　
し
か
し
、
ど
う
い
っ
た
行
為
な
ど
が
具
体
的
に
「
合
理
的
」
か
は
、「
平
等
法
」
で
は
明
言
し
て
い
ま
せ
ん
。
個
人

が
何
を
必
要
と
し
て
い
る
か
な
ど
の
状
況
に
よ
る
も
の
だ
と
、
障
が
い
者
を
支
援
す
る
民
間
団
体
の
サ
イ
ト
で
は
説
明

し
て
い
ま
す
（
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
：Reasonable Adjustm

ents in College and University Educa-
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tion

）。
な
お
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
複
数
の
障
が
い
者
を
支
え
る
団
体
が
あ
り
、
情
報
や
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
も
イ
ギ
リ
ス
の
障
が
い
者
を
め
ぐ
る
環
境
の
一
つ
の
特
徴
で
す
。

　
合
理
的
調
整
に
は
、
申
し
出
が
あ
っ
た
内
容
に
対
し
て
調
整
を
行
う
対
応
型
と
、
申
し
出
は
な
く
て
も
提
供
側
が
予4

測
し
て

4

4

4

調
整
す
る
予
測
型
が
あ
り
ま
す
。
雇
用
分
野
で
は
対
応
型
（reactive

）
合
理
的
調
整
が
適
用
さ
れ
、
大
学
は

サ
ー
ビ
ス
分
野
に
適
用
さ
れ
る
予
測
型
（anticipatory

）
の
合
理
的
調
整
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
（
内
閣
府
、

２
０
１
５
）。
つ
ま
り
、
何
が
必
要
か
を
予
測
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
や
配
慮
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
合
理
的
調
整
提
供
義
務
を
果
た
せ
な
か
っ
た
場
合
は
、
差
別
が
生
じ
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、「
差
別
」
は
違
法
と
な
り
ま
す
。

　
平
等
法
の
も
と
で
、
大
学
に
よ
る
合
理
的
調
整
は
す
べ
て
の
学
生
に
開
か
れ
て
い
ま
す
が
、
特
別
な
支
援
に
つ
い
て

は
、
当
該
学
生
が
国
か
ら
そ
の
費
用
に
対
す
るDisabled Students’ Allow

ance

（
以
下
、
Ｄ
Ｓ
Ａ
）
を
受
給
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
Ｄ
Ｓ
Ａ
は
、
機
器
や
ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー
、
交
通
費
な
ど
の
費
用
に
充
て
ら
れ
る
も
の
で
す
（GO

V. 
U

K, H
elp if you’re a student w

ith a learning diffi
culty, health problem

 or disability; Departm
ent for 

Education, 2015: 133, 279

）。
一
般
的
に
は
、
ま
ず
、
所
定
の
組
織
に
申
し
出
て
、
ニ
ー
ズ
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
、

そ
の
結
果
を
も
と
に
、
大
学
は
試
験
に
対
す
る
配
慮
や
ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー
の
派
遣
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
調
整
や
支
援
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
Ｄ
Ｓ
Ａ
を
持
っ
て
い
な
く
て
も
一
定
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

る
よ
う
で
す
。

　
外
国
人
留
学
生
は
Ｄ
Ｓ
Ａ
の
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
学
生
生
活
を
送
る
限
り
平
等
法
の
も
と
に
あ
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る
存
在
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
人
が
申
し
出
れ
ば
、
支
援
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
個
々
の
支
援
を
誰
が
ど
こ

ま
で
受
け
ら
れ
る
の
か
は
、
個
人
の
ニ
ー
ズ
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
大
学
に
よ
る
よ
う
で
す
。
例
え
ば
、
そ
の
個
人
が
試
験

の
時
の
調
整
を
受
け
ら
れ
る
の
か
、
ま
た
特
別
な
機
器
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
貸
し
出
し
を
受
け
ら
れ
る
の
か
、
な
ど
で

す
。

　
２
０
１
５
年
に
Ｄ
Ｓ
Ａ
の
基
準
が
変
更
さ
れ
、
非
医
療
型
で
、
特
に
専
門
的
で
は
な
い
支
援
は
カ
バ
ー
さ
れ
な
く
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
等
法
が
あ
り
ま
す
の
で
、
も
ち
ろ
ん
あ
ら
ゆ
る
差
別
は
違
法
で
あ
り
、
手
助
け
を
必
要
と
す

る
学
生
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
変
更
は
、
高
等
教
育
で
は
、
と
に
か
く
、
幅
広
い
学
生
に
対
し
、
イ

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
対
応
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
し
た
。

　
し
か
し
、
政
府
は
、
大
学
に
よ
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
対
応
は
、
大
学
の
利
益
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

Departm
ent for Education

（
２
０
１
７
）
で
は
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
・
ア
ブ
ロ
ー
チ
の
利
点
と
し
て
、
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
の
改
善
だ
け
で
な
く
、
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
、
説
明
責
任
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
満
足
度
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る

側
面
で
利
益
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
道
徳
的
か
つ
倫
理
的
な
問
題
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
大
学
の

た
め
に
な
る
と
い
う
考
え
方
が
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
（Departm

ent for Education, 2017

）。

　
政
府
サ
イ
ト
に
載
っ
て
い
るSchuelka

（
２
０
１
８
）
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
政
府
の
考
え
を
反
映
し
た
も
の
で

は
な
い
と
の
断
り
は
あ
る
も
の
の
、
高
等
教
育
に
限
ら
ず
、
一
般
的
な
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
に
つ
い
て
、
成
果
を
把

握
す
る
た
め
の
要
素
が
、
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
な
ど
の
例
を
ひ
き
な
が
ら
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
す
べ
て
の
学

生
が
高
い
成
果
を
上
げ
る
の
が
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
方
針
と
い
う
こ
と
で
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
柔
軟
性
や
、
学
校
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図 1

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
資
源
の
公
平
な
配
分
や
、
教
師
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
要
素
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

各
大
学
に
お
け
る
支
援
の
実
際
と
成
果

　
各
大
学
の
支
援
は
ど
の
程
度
・
ど
の
よ
う
な
成
果
を
上
げ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
高
等
教
育
に
お
け
る
障
が
い
の
あ
る
学

生
へ
の
支
援
の
成
果
を
評
価
す
る
際
に
、Institute for Em

-
ploym

ent Studies

と
い
う
独
立
し
た
機
関
は
、
支
援
の
成
果

を
八
つ
の
項
目
で
評
価
し
て
い
ま
す
（
図
1
）。
ま
ず
は
、
文

字
と
な
っ
て
い
る
指
針
を
持
っ
て
い
る
機
関
の
割
合
、
講
義
の

録
音
録
画
の
利
用
、
ス
テ
ュ
ー
デ
ン
ト
ユ
ニ
オ
ン
等
と
の
連
携
、

支
援
の
評
価
な
ど
で
す
。
特
に
、
図
1
に
示
し
た
指
針
が
あ
る

か
否
か
、
レ
ク
チ
ャ
ー
の
録
画
と
い
っ
た
項
目
か
ら
、
高
等
教

育
に
お
け
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
で
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
や
方
法
が
期
待
さ
れ
て
い
る
か
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
評
価
で
は
、
対
象
の
う
ち
対
応
の
指
針
を
持
っ
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て
い
る
機
関
が
85
％
、
80
％
の
機
関
が
レ
ク
チ
ャ
ー
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
物
理
的
な
変
更

を
行
う
た
め
の
「
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
・
プ
ラ
ン
」
を
有
す
る
機
関
や
、
学
生
と
と
も
に
支
援
を
考
え
る
機
関
が
増

え
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。（Institute for Em

ploym
ent Studies, 2019

）

　O
ffi

ce for Students

（
２
０
１
９
）
に
よ
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
大
学
で
は
学
生
の
う
ち
、
13・
2
％
（
２
０
１
７

年
）
が
少
な
く
と
も
一
つ
の
障
が
い
を
持
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
学
生
と
な
い
学
生
に
は
、
学
業
の
継

続
や
達
成
に
関
し
て
、
健
常
者
の
学
生
と
の
差
が
あ
り
、
障
が
い
の
あ
る
学
生
の
方
が
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
の
収
集
か
ら
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
高
等
教
育
機
関
が
障
が
い
の
あ
る
学

生
へ
の
支
援
や
配
慮
を
ど
の
程
度
行
っ
て
い
る
か
と
い
っ
た
イ
ン
プ
ッ
ト
の
議
論
で
は
な
く
、
そ
の
結
果
が
真
の
平
等

に
結
び
つ
い
て
い
る
か
と
い
う
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
問
わ
れ
る
段
階
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
支
援
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
少
し
古
い
も
の
に
な
り
ま
す
が
、

ケ
ン
ト
大
学
に
よ
る
調
査
（University of Kent, 2013/14

）
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
学
生
の
う
ち
5・
4
％
（
２
０

１
０
─
１
１
年
）
が
留
学
生
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
留
学
生
に
Ｄ
Ｓ
Ａ
は
適
用
さ
れ
な
い
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
モ
デ
ル
の

サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
の
報
告
の
中
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
学
生
に
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
な
高
等
教
育
と
な
る
こ

と
で
、
世
界
の
高
等
教
育
の
中
で
優
位
に
位
置
づ
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
た
見
方
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
障
が
い
の

あ
る
人
々
へ
の
支
援
が
優
れ
て
い
る
か
否
か
が
、
世
界
の
高
等
教
育
市
場
で
の
大
学
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
の
関
係
で

も
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
し
た
い
点
で
す
。
な
お
、
こ
の
調
査
で
は
回
答
し
た
大
学
の
う
ち
92
％
の
大
学
が
、

留
学
生
に
対
し
て
、
国
内
学
生
と
同
じ
支
援
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
ま
し
た
が
、
8
％
は
特
別
な
支
援
を
提
供
し
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て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
（University of Kent, 2013/14: 11

）。

　
ま
と
め
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
障
が
い
の
あ
る
人
々
に
対
す
る
教
育
の
特
徴
と
し
て
次
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
イ

ギ
リ
ス
で
は
、「
障
が
い
」
及
び
障
が
い
の
あ
る
人
々
に
対
す
る
考
え
方
や
国
の
対
応
は
「
平
等
法
」
の
一
部
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
障
が
い
に
対
す
る
合
理
的
調
整
は
、
大
学
で
は
予
測
型
が
適
用
さ
れ
、
よ
り
踏
み
込

ん
だ
支
援
や
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
特
に
、
２
０
１
５
年
以
降
は
、
一
層
、
障
が
い
へ
の
対
応
か
ら
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
教
育
の
実
施
に
移
行
し
て
い
る
こ
と
、
で
す
。
今
回
の
資
料
・
文
献
調
査
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
障
が
い

の
捉
え
方
が
、
概
念
レ
ベ
ル
で
の
「
社
会
モ
デ
ル
」
か
ら
、
実
行
レ
ベ
ル
で
の
「
社
会
モ
デ
ル
」
の
段
階
へ
と
進
ん
で

い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
ま
す
。

引
用
・
参
考
文
献

・
髙
橋
彩
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学
生
教
育
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献
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０
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０
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９
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史
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（2023.2.1

ア
ク
セ
ス
確
認
）

・O
ffi

ce for Students (U
K), ʻBeyond the Bare M

inim
um

: Are universities and colleges doing enough for 
disabled students?ʼ, Insight, 4, O

ctober 2019.

　https://w
w

w.officeforstudents.org.uk/m
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E_Insight_Supporting_international_students_
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oting-equal-opportunities/effective-practice/disabled-students/

（2022.12.1

ア
ク
セ
ス
確
認
）

・SCO
PE, Reasonable Adjustm

ents in College and U
niversity Education, https://w

w
w.scope.org.uk/ 

advice-and-support/reasonable-adjustm
ents-college-university/

（2022.12.1

ア
ク
セ
ス
確
認
）





オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
に
お
け
る
「
合
理
的
調
整
」
の
枠
組
み

青
木
　
麻
衣
子



72

第二部　イギリス、オーストラリア、韓国の事例―「合理的配慮」をめぐる法整備と大学における支援の概要

　
北
海
道
大
学
の
青
木
で
す
。
本
日
、
わ
た
し
か
ら
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
で
合
理
的
配
慮
を
必
要
と
す
る
学

生
に
対
す
る
支
援
、
特
に
教
育
支
援
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
を
お
話
し
し
ま
す
。
今
後
は
関
係
機
関
等
の

訪
問
に
よ
り
、
よ
り
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
回
は
ま
ず
そ
の
前
段
と
し
て
、
主

と
し
て
先
行
研
究
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
公
開
さ
れ
て
い
る
政
策
文
書
・
報
告
書
等
か
ら
、
そ
の
全
体
像
を
把
握
・
提

示
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
合
理
的
配
慮
と
は
何
か
、
ま
た
こ
れ
ま

で
に
法
的
・
制
度
的
に
ど
の
よ
う
な
整
備
が
な
さ
れ
て
き
た
の
か
を
外
観
し
た
後
、
実
際
に
ど
の
よ
う
な
基
準
で
支
援

が
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
を
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
発
表
で
取
り
上
げ
る
法
律
・
基
準
等
は
広
く
教

育
機
関
全
般
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
大
学
に
お
け
る
実
践
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
本
発
表
で
も
、
大
学
に
お
け
る
文
脈
と
い
う
前
提
で
お
話
し
し
ま
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
日
本
語
で
「
合
理
的
配
慮
」
に
あ
た
る
用
語
と
し
て
一
般
的
に
、reasonable adjust-

m
ent

が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
わ
た
し
達
が
日
常
的
に
使
用
し
て
い
る
「
合
理
的
配
慮
」
と

同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
実
際
に
は
、
よ
り
「
調
整
」
と
い
う
意
味
合
い
が
強
い
と
考
え
ま
す
。
す

な
わ
ち
、
原
語
のadjustm

ent

が
意
味
す
る
と
お
り
、
あ
る
一
定
の
「
基
準
」
が
あ
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
る
た
め
に

「
調
整
」
を
行
う
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ
こ
で
問
わ
れ
る
の
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
る
義
務
、
す
な

わ
ち
差
別
禁
止
や
調
整
の
提
供
と
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
教
育
機
関
が
要
求
す
る
学
術
的
な
基
準
（
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
）

の
維
持
を
い
か
に
調
整
す
る
か
、
折
り
合
い
を
つ
け
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
障
が
い
者
差
別
に
関
す
る
法
整
備

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
１
９
９
２
年
に
『
障
が
い
者
差
別
禁
止
法
（Disability Discrim

ination Act: DDA

）』

が
制
定
さ
れ
、
雇
用
や
生
活
上
で
の
障
が
い
に
基
づ
く
差
別
の
禁
止
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
Ｄ
Ｄ
Ａ
で
は
、

教
育
、
雇
用
、
住
居
、
物
資
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
交
通
、
法
律
や
政
府
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
等
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
・
領
域
に
お
け
る
、
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
を
禁
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
障
が
い
者
本
人
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
か
れ
ら
の
近
親
者
お
よ
び
支
援
者
に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
言
う
「
障
が
い
」
に
は
、
身
体
障
が

い
、
知
的
障
が
い
、
感
覚
障
が
い
、
神
経
障
が
い
、
学
習
障
が
い
等
の
ほ
か
、
例
え
ば
Ｈ
Ｉ
Ｖ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
病
気

を
引
き
起
こ
す
生
物
の
体
内
へ
の
存
在
も
含
ま
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
顕
在
化
し
て
い
る
症
状
の
み
な
ら
ず
、

今
後
発
症
し
得
る
状
態
の
可
能
性
も
含
め
、
そ
れ
に
起
因
す
る
差
別
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
興
味
深
い
こ
と
と

し
て
、
Ｄ
Ｄ
Ａ
で
は
、「
障
が
い
者
差
別
」
の
定
義
を
、
障
が
い
を
理
由
に
不
公
正
な
扱
い
を
受
け
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
が
、
具
体
的
に
は
、
①
障
が
い
の
な
い
人
と
同
じ
枠
内
で
扱
わ
れ
る
こ
と
、
②
障
が
い
の
な
い
人
た
ち
と
異
な
る

方
法
で
不
公
正
に
扱
わ
れ
る
こ
と
、
と
説
明
し
て
お
り
、
こ
こ
で
も
、
障
が
い
は
配
慮
・
支
援
の
対
象
と
さ
れ
る
べ
き

事
項
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
調
整
の
あ
り
方
が
常
に
公
正
で
あ
る
べ
き
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
教
育
に
関
す
る
規
定
と
し
て
は
、
第
22
条
お
よ
び
第
33
条
に
お
い
て
、
入
学
許
可
や
構
内
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
関
し
て
、

障
が
い
に
基
づ
い
た
差
別
を
禁
止
し
て
い
ま
す
が
、
Ｄ
Ｄ
Ａ
の
策
定
後
、
教
育
・
訓
練
に
特
化
し
た
基
準
開
発
の
必
要

性
が
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
１
９
９
５
年
12
月
に
は
、
連
邦
お
よ
び
各
州
教
育
大
臣
が
一
同
に
会
す
る
会
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合
（M

inisterial Council on Education, Em
ploym

ent, Training and Youth Affairs: M
CEETYA

）
に
お
い

て
、
政
府
合
意
の
下
、
そ
の
開
発
の
た
め
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
の
設
置
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

の
構
成
員
に
は
、
政
府
の
代
表
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
公
立
・
私
立
学
校
お
よ
び
大
学
等
の
教
育
訓
練
機
関
の
代
表

が
含
ま
れ
、
大
規
模
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
10
年
の
歳
月
を
経
て
、

２
０
０
５
年
に
、
Ｄ
Ｄ
Ａ
に
基
づ
き
策
定
さ
れ
た
の
が
、「
教
育
に
お
け
る
障
が
い
基
準
（Disability Standards for 

Education 2005
）」
で
す
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
憲
法
規
定
に
よ
り
、
教
育
に
関
す
る
権
限
は
各
州
政
府
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
国
際
人

権
規
約
や
子
ど
も
の
権
利
条
約
等
、
国
際
的
な
条
約
を
批
准
し
た
場
合
に
は
、
国
際
公
約
は
国
内
法
と
同
等
の
効
力
を

持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
連
邦
政
府
の
関
与
が
生
じ
、
法
整
備
等
も
含
め
た
施
策
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
こ
の
「
教
育
に
お
け
る
障
が
い
基
準
」
も
連
邦
レ
ベ
ル
で
策
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
連
邦
・
州
政
府
お
よ
び

教
育
機
関
等
の
あ
い
だ
で
の
合
意
に
基
づ
き
、
実
際
に
そ
の
運
用
に
責
任
を
持
つ
の
は
、
教
育
に
関
す
る
責
任
を
持
つ

各
州
政
府
お
よ
び
大
学
等
の
教
育
機
関
と
な
り
ま
す
。

「
教
育
に
お
け
る
障
が
い
基
準
」（
２
０
０
５
）

　
「
教
育
に
お
け
る
障
が
い
基
準
」
は
、
教
育
・
訓
練
分
野
に
お
け
る
障
が
い
者
の
権
利
を
よ
り
明
確
に
規
定
し
た
も

の
で
、
教
育
・
訓
練
を
提
供
す
る
機
関
・
組
織
の
義
務
を
示
し
た
も
の
で
す
。
全
11
パ
ー
ト
で
構
成
さ
れ
、
前
文
に
加
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え
て
、
合
理
的
調
整
の
実
施
、
入
学
や
参
加
の
た
め
の
基
準
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
・
認
定
と
提
供
の
た
め
の
基
準
等

が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
特
に
大
き
な
割
合
を
占
め
る
の
が
、「
合
理
的
調
整
」
に
関
す
る
部
分
で
す
。
少
し
長
く
な
り
ま
す
が
、
大

事
な
部
分
で
す
の
で
、
下
記
内
容
を
抜
粋
し
ま
す
。

　
⑴ 

本
基
準
に
お
い
て
、
障
が
い
の
あ
る
学
生
に
関
す
る
調
整
は
、
影
響
を
受
け
る
す
べ
て
の
関
係
者
の
利
益
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
合
理
的
で
あ
る
と
す
る
。

　
⑵ 

学
生
に
対
す
る
特
定
の
調
整
が
合
理
的
か
ど
う
か
を
評
価
す
る
際
に
は
、
以
下
を
含
む
す
べ
て
の
関
連
す
る
状
況

お
よ
び
利
害
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
ａ
）
対
象
者
の
障
が
い

　
　
　

ｂ
）（
３・５
項
に
基
づ
く
）
対
象
者
お
よ
び
そ
の
同
輩
・
関
係
者
の
意
見

　
　
　
ｃ
）
対
象
者
に
対
す
る
調
整
の
影
響
（
対
象
者
へ
の
影
響
を
含
む
）

　
　
　
　
ⅰ
学
習
成
果
を
達
成
す
る
能
力

　
　
　
　
ⅱ
コ
ー
ス
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
能
力

　
　
　
　
ⅲ
自
立
（independence

）

　
　
　
ｄ
）
教
育
機
関
、
職
員
、
他
の
学
生
な
ど
、
影
響
を
受
け
る
他
の
人
に
対
す
る
調
整
案
の
影
響

　
　
　
ｅ
）
調
整
を
行
う
た
め
の
費
用
と
便
益
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⑶ 

学
生
が
在
籍
し
て
い
る
、
ま
た
は
在
籍
を
予
定
し
て
い
る
コ
ー
ス
ま
た
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
調
整
が
合
理
的
で
あ
る

か
ど
う
か
を
評
価
す
る
際
、
提
供
者
は
、
コ
ー
ス
ま
た
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
学
力
要
件
お
よ
び
そ
の
性
質
に
固
有
ま

た
は
不
可
欠
で
あ
る
そ
の
他
の
要
件
ま
た
は
構
成
要
素
を
維
持
す
る
権
利
を
有
す
る
。（p.14 -15

）

　

基
本
的
に
、
こ
の
基
準
で
は
、
障
が
い
を
持
っ
た
学
生
と
障
が
い
の
な
い
学
生
が
「
同
じ
基
準
（sam

e basis

）」

で
扱
わ
れ
る
べ
き
こ
と
の
必
要
性
・
重
要
性
が
前
提
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
入
学
に
際
し
て
も
、
ま
た
コ
ー

ス
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加
お
よ
び
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
し
て
も
、
合
理
的
調
整
に
よ
り
一
定
の
基
準
を
満

た
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
等
の
基
準
で
評
価
さ
れ
、
同
等
の
機
会
を
得
る
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
障
が
い
の
あ
る
学
生
に
提
供
さ
れ
る
合
理
的
調
整
は
、
一
般
的
に
、
個
々
の

事
例
や
状
況
に
左
右
さ
れ
る
た
め
、
何
を
持
っ
て
「
合
理
的
」
と
判
断
す
る
の
か
は
難
し
い
問
題
で
あ
り
、
時
と
と
も

に
変
化
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
基
準
で
は
、
障
が
い
を
持
っ
た
学
生
だ
け
で
は
な
く
、
支
援
を

提
供
す
る
教
育
機
関
お
よ
び
当
該
学
生
に
影
響
を
受
け
る
関
係
者
の
利
害
を
総
合
的
に
考
え
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
確
保

さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
「
合
理
的
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
「
同
じ
基
準
」
と
い
う
考
え
方
は
、
特
に
コ
ー
ス
ま
た
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
に
関
係
し
ま
す
。
上
記

第
3
項
で
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
合
理
的
調
整
が
、
コ
ー
ス
ま
た
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
質
に
影
響
を
与
え
る
、

す
な
わ
ち
、
よ
り
端
的
に
言
え
ば
「
下
げ
る
」
も
の
で
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
当
該
コ
ー
ス
ま
た
は
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
求
め
ら
れ
る
学
力
や
固
有
の
ス
キ
ル
・
態
度
等
（Inherent requirem

ent: IR

）
に
つ
い
て
、
各
学
部
・
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学
科
等
は
事
前
に
そ
の
内
容
を
提
示
し
、
障
が
い
を
理
由
に
そ
の
ス
キ
ル
や
態
度
等
に
不
安
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
れ

を
補
う
た
め
の
調
整
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

合
理
的
調
整
の
「
基
準
」
と
な
る
も
の

　

Inherent requirem
ent

（
Ｉ
Ｒ
）
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
「
固
有
の
必
要
条
件
」
と
訳
さ
れ
て
い
ま
す
が

（
佐
々
木
ほ
か
・
２
０
１
８
）、
そ
の
内
容
は
、
日
本
で
い
う
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
や
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ

シ
ー
と
言
わ
れ
る
も
の
に
近
い
と
思
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
学
生
が
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
コ
ー

ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
す
る
た
め
に
必
要
な
能
力
、
知
識
、
ス
キ
ル
を
意
味
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
コ
ー
ス
修
了
の
た

め
の
「
必
修
要
件
」
と
は
異
な
り
、
よ
り
具
体
的
に
言
え
ば
、
各
授
業
や
教
育
活
動
に
参
加
す
る
た
め
に
求
め
ら
れ
る
、

よ
り
汎
用
的
な
ス
キ
ル
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
の
地
方
都
市
ア
ー
ミ
デ
イ
ル

（Arm
idale

）
に
位
置
す
る
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
学
（University of N

ew
 England

）
の
よ
う
に
、
大
学
全
体

の
Ｉ
Ｒ
を
公
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
多
く
は
、
学
部
・
コ
ー
ス
レ
ベ
ル
で
規
定
さ
れ
周
知
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
Ｉ
Ｒ
に
照
ら
し
て
、
障
が
い
や
慢
性
的
に
健
康
状
態
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
学
生
は
、
こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
調
整
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
文
化
的
・
宗
教
的
配
慮
等
の
理
由
で
調
整
を
必
要
と

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
Ｉ
Ｒ
は
、
大
学
の
す
べ
て
の
学
生
に
適
用
さ
れ
る
ポ
リ
シ
ー
で
、
調
整
が
必
要
だ
と
判
断
さ
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れ
た
場
合
に
は
、
出
席
や
課
題
提
出
の
方
法
等
、
よ
り
具
体
的
な
支
援
の
提
供
に
つ
い
て
の
提
案
が
行
わ
れ
ま
す
が
、

い
か
な
る
調
整
も
、
各
学
部
・
学
科
等
が
求
め
る
「
固
有
の
必
要
条
件
」
の
本
質
を
根
本
的
に
変
え
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
先
行
研
究
（
佐
々
木
ほ
か
・
２
０
１
８
）
で
は
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
学
（University of W

estern 
Australia

）
の
看
護
学
部
の
も
の
が
、
他
大
学
に
お
け
る
Ｉ
Ｒ
の
策
定
に
も
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
理
由
に
例
示
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
・
口
頭
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
正
確
に
、
適
切
に
、
そ
し
て
タ
イ
ム
リ
ー
に
理
解
し
、
対
応
す
る
能
力

　
・
多
様
に
変
化
す
る
学
術
・
臨
床
環
境
に
お
い
て
、
建
設
的
に
業
務
を
遂
行
す
る
能
力

　
・
臨
床
実
習
の
前
提
条
件
と
し
て
、
法
律
や
規
制
の
要
件
に
対
す
る
知
識
、
理
解
、
遵
守

　
・ 

自
己
お
よ
び
他
者
へ
の
危
害
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
臨
床
現
場
で
の
前
提
条
件
と
な
る
法
律
お
よ
び
規

制
の
要
件
を
理
解
し
、
遵
守
す
る
こ
と

　
・ 

様
々
な
物
を
つ
か
む
、
押
す
、
回
す
、
絞
る
、
操
作
す
る
な
ど
の
運
動
技
能
が
必
要
な
作
業
を
こ
な
す
こ
と
が
で

き
る

　
・
様
々
な
物
体
を
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る

　
す
な
わ
ち
、
学
部
入
学
時
に
、
こ
れ
ら
の
要
件
を
基
準
と
し
て
、
各
項
目
の
達
成
が
難
し
い
場
合
に
は
、
そ
の
た
め
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の
支
援
を
提
供
し
得
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
当
該
学
部
は
、
当
該
学
生
と
相
談
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
は
、
障
が
い
学
生
に
対
す
る
支
援
の
あ
り
方
・
内
容
を
定
め
た
「
障
が
い
に
関
す

る
行
動
計
画
（Disability Action Plan

）」
を
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
各
学
部
・
学
科
等
は
そ
の
計
画
に
基
づ

き
支
援
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
１
９
８
０
年
代
中
頃
に
障
が
い
を
持
っ
た
学
生
の
た
め
の
助
言
委
員
会

（H
andicapped Students’ Advisory Com

m
ittee

）
を
設
立
し
、
い
ち
早
く
「
障
が
い
に
関
す
る
行
動
計
画
」
を
制

定
し
た
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
（University of M

elbourne

）
で
は
、
学
生
サ
ポ
ー
ト
の
範
疇
を
、
障
が
い
、
長
期
療
養
、

宗
教
的
・
文
化
的
制
約
、
介
護
、
ス
ポ
ー
ツ
も
し
く
は
芸
術
に
秀
で
た
者
、
国
防
・
消
防
等
に
携
わ
る
者
と
定
め
て
お

り
、
障
が
い
は
あ
く
ま
で
も
支
援
を
必
要
と
す
る
一
要
因
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
同
大
学
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
支

援
が
、
学
生
の
公
正
と
障
が
い
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
（Student Equity and Disability Service

）
と
の
括
り
で
提

供
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
土
台
に
は
、
公
正
お
よ
び
包
摂
（inclusive

）
の
理
念
が
存
在

す
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
９
年
の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
国
内
学
生
の
7・
2
％
が
、
な
ん
ら
か
の
障
が
い
も
し
く

は
長
期
療
養
状
態
で
、
学
業
に
影
響
を
き
た
し
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
す
（
Ａ
Ｉ
Ｈ
Ｗ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）。
ご
存

知
の
よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
は
留
学
生
を
数
多
く
受
け
入
れ
て
お
り
、
学
部
・
学
科
に
よ
っ
て
は
学
生
総

数
の
半
分
以
上
が
留
学
生
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
数
字
に
留
学
生
を
加
え
れ
ば
、
そ
の
数
は
さ
ら
に

上
昇
す
る
こ
と
は
容
易
に
推
察
で
き
ま
す
。
今
回
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
大
学
に
お
け
る
合
理
的
配
慮
に
対
す
る
支

援
の
大
枠
を
概
観
し
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
よ
り
詳
細
に
、
各
大
学
で
ど
の
よ
う
な
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
特
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に
教
育
現
場
で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
が
取
ら
れ
て
い
る
の
か
を
見
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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北
海
道
大
学
の
チ
ョ
ン
ヘ
ソ
ン
で
す
。
こ
れ
か
ら
、
韓
国
に
お
け
る
「
合
理
的
配
慮
」
を
め
ぐ
る
対
応
と
教
育
支
援

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
今
日
の
お
話
は
、
合
理
的
配
慮
に
関
す
る
韓
国
の
現
状
把
握
を
目
的
と
し
た
文
献
調
査
に

よ
る
も
の
で
、
ま
ず
「
合
理
的
配
慮
」
概
念
の
導
入
と
定
義
に
つ
い
て
簡
単
に
お
さ
ら
い
を
し
て
、
次
に
、
障
害
を
捉

え
る
視
点
と
「
合
理
的
配
慮
」
運
用
の
問
題
点
、
そ
し
て
韓
国
の
大
学
な
ど
に
お
け
る
現
状
の
順
で
お
話
し
し
ま
す
。

韓
国
に
お
け
る
「
合
理
的
配
慮
」
概
念
の
導
入
と
定
義

　
韓
国
の
「
合
理
的
配
慮
」
概
念
は
、
２
０
０
６
年
に
合
意
さ
れ
た
国
連
の
障
害
者
権
利
条
約
が
そ
の
始
ま
り
で
す
。

韓
国
に
お
け
る
障
害
者
関
連
法
の
中
核
に
な
る
も
の
と
し
て
、
２
０
０
７
年
に
制
定
さ
れ
た
「
障
害
者
差
別
禁
止
法
」

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
国
連
権
利
条
約
の
影
響
を
強
く
受
け
て
、「
合
理
的
配
慮
」
の
概
念
を
引
き
継
い
で
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
日
本
で
は
「
障
害
者
差
別
解
消
0

0

法
」
と
い
う
表
現
を
使
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
個
人
的
に
は
、
こ
の
「
禁

止
」
と
「
解
消
」
と
い
う
表
現
の
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
が
、
日
韓
の
障
害
者
政
策
の
方
針
の
違
い
を
映
し
出
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
か
ら
、
韓
国
に
お
け
る
「
合
理
的
配
慮
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
一
度
整
理
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
権
利
条
約

採
択
当
初
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
・
ア
コ
モ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
、
韓
国
で
は
「
合
理
的
便
宜
」、
あ
る
い
は
日
本
語
か
ら
の
訳

で
あ
る
「
合
理
的
配
慮
」
と
い
う
用
語
で
表
現
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
さ
き
ほ
ど
お
話
し
ま
し
た
「
差
別
禁
止

法
」
が
制
定
さ
れ
る
２
０
０
７
年
に
、「
正
当
な
便
宜
」
と
い
う
用
語
が
新
た
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
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の
背
景
に
は
、「
合
理
的
配
慮
」
と
い
う
用
語
は
福
祉
的
で
恩
恵
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
提
供
者
の
立
場
に
立
つ
言

葉
で
あ
る
と
い
う
障
害
当
事
者
団
体
の
主
張
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、「
正
当
な
便
宜
」
は
障
害
者
の
権
利
、

「
合
理
的
配
慮
」
は
提
供
者
の
義
務
を
強
調
し
て
い
て
、
根
底
に
あ
る
意
識
が
異
な
る
と
い
う
主
張
で
す
。
し
か
し
、

研
究
者
の
間
で
も
こ
の
二
つ
の
用
語
を
区
別
せ
ず
に
用
い
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
本
発
表
で
も
、
実
際
の
法

制
や
文
献
の
引
用
で
は
「
正
当
な
便
宜
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て
二
つ
の
用
語
を
使
い
分
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
実
際
の
「
障
害
者
差
別
禁
止
法
」
の
中
に
こ
の
用
語
が
ど
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
の
か
見
て
み
ま

す
。
ま
ず
、
第
1
章
に
「
正
当
な
便
宜
供
与
を
拒
否
す
る
場
合
」
を
差
別
行
為
の
一
つ
と
し
て
明
記
し
つ
つ
、
第
2
項

に
は
そ
の
「
正
当
な
便
宜
」
の
定
義
が
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

�“
正
当
な
便
宜
”
と
は
、
障
害
者
が
障
害
の
な
い
人
と
同
等
に
、
同
じ
活
動
に
参
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

障
害
者
の
性
別
、
障
害
の
種
別
及
び
特
性
等
を
考
慮
し
た
便
宜
施
設
・
設
備
・
道
具
・
サ
ー
ビ
ス
等
、
人
的
・
物

的
な
諸
般
の
手
段
と
措
置
を
い
う
。」（
厚
生
労
働
省
２
０
１
１
の
訳
に
よ
る
）

　
さ
ら
に
、
第
2
章
に
は
、
教
育
責
任
者
が
果
た
す
べ
き
正
当
な
便
宜
提
供
の
義
務
に
つ
い
て
1
か
ら
6
ま
で
細
か
く

記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
を
見
て
み
る
と
、「
通
学
及
び
教
育
機
関
内
で
ア
ク
セ
ス
に
不
利
益
が
無
い
よ
う
に
」、

ま
た
は
「
視
・
聴
覚
障
害
者
の
教
育
に
必
要
な
」
と
い
っ
た
文
言
か
ら
、
合
理
的
な
配
慮
の
対
象
が
身
体
的
障
害
に

偏
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
韓
国
に
お
け
る
障
害
者
法
案
が
持
つ
問
題
点
と
し
て
よ
く
取
り
上
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げ
ら
れ
る
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
関
連
し
て
、
こ
の
法
案
で
は
、
障
害
と
障
害
者
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う

に
定
義
し
て
い
ま
す
。

　
　

�（
第
2
条
2
号
第
1
項
）
こ
の
法
で
禁
止
す
る
差
別
行
為
の
事
由
と
な
る
障
害
と
は
、
身
体
的
・
精
神
的
損
傷
又

は
機
能
喪
失
が
長
期
間
に
わ
た
っ
て
個
人
の
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
に
相
当
な
制
約
を
招
く
状
態
を
い
う
。

（
第
2
項
）
第
1
項
の
障
害
が
あ
る
者
を
障
害
者
と
す
る
。」（
厚
生
労
働
省
２
０
１
１
の
訳
に
よ
る
）

　
こ
こ
で
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
が
「
長
期
間
に
わ
た
っ
て
」
と
い
う
文
言
で
す
。
端
的
に
い
う
と
、
不
安
障
害
な
ど
の

一
時
的
な
障
害
や
、
障
害
の
判
断
が
難
し
い
抑
う
つ
状
態
な
ど
は
、
こ
の
法
案
に
よ
る
合
理
的
配
慮
の
対
象
に
な
り
に

く
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
は
、
障
害
を
捉
え
る
二
つ
の
異
な
る
視
点
が
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
国
連

の
権
利
条
約
等
に
よ
る
「
社
会
モ
デ
ル
」
と
い
う
視
点
と
、
韓
国
の
差
別
禁
止
法
に
よ
る
「
医
学
モ
デ
ル
」
と
い
う
視

点
で
す
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
カ
ン
ミ
ン
ヒ
（
２
０
０
８
）
で
は
、
障
害
を
身
体
的
損
傷
と
限
界
だ
と
定
義
し
、
個
人

の
問
題
と
し
て
見
る
「
医
学
モ
デ
ル
」
の
観
点
と
、
障
害
を
不
平
等
な
社
会
構
造
の
問
題
だ
と
定
義
し
、
社
会
的
責
任

と
し
て
見
る
「
社
会
モ
デ
ル
」
の
観
点
の
違
い
が
、
韓
国
の
差
別
禁
止
法
で
障
害
の
範
囲
を
身
体
的
制
約
に
限
定
す
る

要
因
と
な
っ
て
い
て
、
ひ
い
て
は
、
障
害
に
対
す
る
普
遍
的
理
解
の
幅
も
ま
た
身
体
的
障
害
に
限
定
さ
れ
る
恐
れ
が
あ

る
と
警
告
し
て
い
ま
す
（
カ
ン
ミ
ン
ヒ2008

：213,�225

）。
す
な
わ
ち
、
こ
の
二
つ
の
視
点
は
、
そ
も
そ
も
の
議
論

の
ス
タ
ー
ト
地
点
が
異
な
っ
て
い
て
、
こ
の
よ
う
な
立
場
の
違
い
に
よ
り
、
韓
国
の
「
正
当
な
便
宜
」
は
権
利
条
約
で



87

韓国における「合理的配慮」：鄭　惠先

謳
っ
て
い
る
「
合
理
的
配
慮
」
の
原
理
を
矮
小
化
さ
せ
て
い
る
と
い
う
批
判
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

教
育
現
場
に
お
け
る
「
合
理
的
配
慮
」
運
用
の
問
題
点

　
こ
の
よ
う
な
障
害
者
法
案
上
の
視
点
の
問
題
を
踏
ま
え
て
、
こ
こ
か
ら
は
、
韓
国
の
教
育
現
場
に
お
け
る
「
合
理
的

配
慮
」
運
用
の
問
題
点
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
本
発
表
で
は
ホ
ン
ジ
ョ
ン
ス
ク
・
キ
ム
ソ
ン
オ
ク

（
２
０
２
２
）
を
援
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
論
考
で
は
、
①
範
囲
と
内
容
の
基
準
の
拡
大
、
②
認
知
的
な
面
で

困
難
を
抱
え
た
学
生
へ
の
対
応
、
③
政
府
に
よ
る
基
礎
的
環
境
整
備　
④
合
理
的
配
慮
提
供
上
の
協
議
手
続
き
の
確
立

の
四
つ
の
内
容
を
、
韓
国
の
教
育
現
場
に
お
け
る
問
題
点
と
し
て
示
し
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
一
つ
目
の
「
範
囲
と
内
容
の
基
準
の
拡
大
」
に
つ
い
て
、
ホ
ン
・
キ
ム
（2022

：154

）
で
は
、「
今
の
韓
国
の

差
別
禁
止
法
の
医
療
モ
デ
ル
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
障
害
者
の
社
会
生
活
の
制
約
を
個
人
の
問
題
と
し
て
認
識
さ
せ
て
、
そ

の
適
用
対
象
が
行
政
的
に
登
録
さ
れ
た
障
害
者
に
限
定
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
」（
筆
者
訳
、
以
下
同
様
）
と
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。
一
方
で
、
国
連
の
権
利
条
約
に
お
け
る
合
理
的
配
慮
の
定
義
で
は
、「
合
理
的
配
慮
」
が
必
要
な
対
象
に

つ
い
て
「
特
定
の
場
合
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
川
島
（2008

：38

）
は
、
合
理
的

配
慮
は
個
々
人
で
異
な
る
「
個
別
化
さ
れ
た
概
念
」
で
あ
り
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
（
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
・

ア
ク
シ
ョ
ン
）
と
は
概
念
上
区
別
さ
れ
る
と
強
調
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、「
合
理
的
配
慮
」
と
は
一
人
ひ
と
り
の
状

況
と
症
状
に
あ
わ
せ
て
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
同
じ
ル
ー
ル
を
一
律
的
に
適
応
す
る
全
体
化
は
望
ま
し
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く
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

次
に
、
二
つ
目
の
「
認
知
的
な
側
面
で
困
難
を
抱
え
る
学
生
へ
の
対
応
」
に
つ
い
て
、
ホ
ン
・
キ
ム
（2022

：154,�
155

）
で
は
、「
韓
国
の
差
別
禁
止
法
に
は
、
提
供
さ
れ
る
配
慮
の
内
容
が
視
覚
、
聴
覚
、
身
体
障
害
学
生
に
偏
っ
て
い

て
、
認
知
的
な
側
面
で
困
難
を
抱
え
る
学
生
へ
の
内
容
は
具
体
的
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
」
と
問
題
提
起
し
て
い
ま
す
。

私
自
身
、
実
際
に
教
育
の
現
場
で
対
応
が
求
め
ら
れ
る
例
と
し
て
は
、
不
安
障
害
や
う
つ
な
ど
、
一
時
的
で
障
害
の
判

断
が
難
し
い
ケ
ー
ス
が
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
の
２
０
２
１
年
の
実
態
調
査
の
結
果
を
見
て
も
、
障
害

者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
「
障
害
学
生
」
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
明
示
的
な
証
明
が
な
く
、
個
別
の
申
し
出
に
応
じ
て
支
援

を
行
な
っ
て
い
る
「
支
援
障
害
学
生
」
の
割
合
が
も
っ
と
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
発
達
障
害
学
生
の

約
1
万
人
の
う
ち
8
割
近
く
が
「
支
援
障
害
学
生
」
で
あ
っ
た
と
い
う
結
果
も
出
さ
れ
て
い
て
、
お
そ
ら
く
韓
国
に
お

い
て
も
教
育
現
場
に
お
け
る
こ
う
い
っ
た
事
情
は
変
わ
ら
な
い
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

次
に
、
三
つ
目
の
「
政
府
・
地
方
自
治
体
に
よ
る
基
礎
的
環
境
整
備
」
に
つ
い
て
、
ホ
ン
・
キ
ム
（2022

：155

）

は
、「
韓
国
の
『
合
理
的
配
慮
』
政
策
で
は
、
日
本
の
よ
う
に
、
国
家
・
地
方
自
治
体
の
責
務
で
あ
る
『
基
礎
的
環
境

整
備
』
と
教
育
機
関
の
役
割
で
あ
る
『
合
理
的
配
慮
』
を
区
分
し
て
い
な
い
」
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
言
う
、

政
府
が
果
た
す
べ
き
「
基
礎
的
環
境
整
備
」
と
は
、
た
と
え
ば
、
ト
イ
レ
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
施
設
・
設
備
の
整
備

で
す
。
そ
れ
が
備
わ
っ
た
上
で
各
教
育
機
関
が
具
体
的
な
配
慮
提
供
の
内
容
を
考
え
る
べ
き
で
す
が
、
い
く
ら
現
場
で

便
宜
を
提
供
し
よ
う
と
し
て
も
、
基
礎
的
な
環
境
整
備
が
な
い
中
で
は
根
本
的
な
問
題
解
決
に
は
な
ら
ず
、
そ
の
整
備

を
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
機
関
に
要
求
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
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最
後
に
、
四
つ
目
の
「
合
理
的
配
慮
の
協
議
手
続
き
の
確
立
」
に
つ
い
て
、
ホ
ン
・
キ
ム
（2022

：156

）
は
、「
韓

国
は
ま
だ
、
関
連
規
定
や
政
策
文
書
に
、
当
事
者
間
の
意
見
を
反
映
で
き
る
手
続
き
に
関
す
る
規
定
が
な
い
」
と
述
べ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
実
際
に
韓
国
の
高
等
教
育
に
お
け
る
障
害
学
生
支
援
の
流
れ
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い

て
で
す
が
、
ま
ず
、
各
大
学
に
は
「
障
害
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、
セ
ン
タ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
「
合

理
的
配
慮
」
の
提
供
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
各
大
学
は
、
毎
年
大
学
構
成
員
を
対
象
と
す
る
障

害
の
理
解
教
育
の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
結
果
を
日
本
の
文
科
省
に
あ
た
る
教
育
部
と
、
日
本
の
厚
生

労
働
省
に
あ
た
る
保
健
福
祉
部
へ
報
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
っ
た
高
等
教
育
に
お
け
る
障
害
学
生
支
援

の
課
題
と
し
て
よ
く
言
わ
れ
る
の
が
、
障
害
の
類
型
別
に
必
要
な
配
慮
の
内
容
を
す
べ
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
教
職
員
に
対
す
る
教
育
の
内
容
も
身
体
的
障
害
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
学
生
の
多
様
な
障
害
特
性
に
対
す
る
十
分
な
認
知
が
よ
り
重
要
と
な
り
ま
す
。

高
等
教
育
に
お
け
る
障
害
学
生
支
援
の
現
状

　

こ
の
よ
う
な
韓
国
の
高
等
教
育
に
お
け
る
障
害
学
生
支
援
は
、「
障
害
者
等
に
対
す
る
特
殊
教
育
法
」
に
も
と
づ
い

て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。
こ
の
法
案
の
第
5
章
高
等
教
育
に
は
、
各
大
学
に
特
別
支
援
委
員
会
と
、
障
害
学
生
支
援
セ

ン
タ
ー
の
設
置
・
運
営
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
、
障
害
学
生
の
勉
学
活
動
の
便
宜
提
供
の
内
容

を
学
則
に
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
実
は
、
つ
い
最
近
の
２
０
２
２
年
10
月
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18
日
付
で
、
こ
の
第
5
章
の
内
容
に
大
幅
な
改
訂
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
大
き
く
二
つ
で
す
。
ま
ず
一
つ
目
に
、「
個
人
別
教
育
支
援
計
画
」
と
い
う
項
目
の
追
加
で
す
。
そ
こ

に
は
、
障
害
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
が
学
生
の
個
人
別
需
要
を
調
査
し
て
、
さ
ら
に
そ
の
結
果
に
も
と
づ
い
た
個
人
別
の

支
援
計
画
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
し
て
、
大
学
の
長
は
こ
の
個
人
別
支
援
計
画
に
よ
る
支
援
を
徹
底
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
き
ほ
ど
話
し
た
問
題
①
の
「
範
囲
と
内
容
の
基
準
の
拡
大
」
で
述
べ
た

医
学
モ
デ
ル
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
全
体
的
支
援
か
ら
、
個
人
の
障
害
特
性
を
重
視
し
た
個
別
支
援
へ
の
舵
取
り
が
見
受

け
ら
れ
る
項
目
で
す
。
ま
た
、
問
題
④
の
「
合
理
的
配
慮
の
協
議
手
続
き
の
確
立
」
で
取
り
上
げ
た
手
続
き
の
可
視
化

も
意
識
し
た
内
容
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

二
つ
目
の
追
加
項
目
と
し
て
、「
障
害
者
高
等
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
の
文

部
科
学
大
臣
に
あ
た
る
教
育
部
長
官
に
課
せ
ら
れ
る
義
務
で
、
各
大
学
へ
の
統
合
的
支
援
の
た
め
の
も
の
で
す
。
国
が

必
要
経
費
も
支
援
で
き
る
こ
と
か
ら
、
さ
き
ほ
ど
問
題
③
の
「
政
府
・
地
方
自
治
体
に
よ
る
基
礎
的
環
境
整
備
」
で
指

摘
し
た
、
こ
れ
ま
で
各
大
学
に
任
さ
れ
て
い
た
支
援
体
制
に
、
国
が
よ
り
主
導
的
に
関
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
以
上
、
合
理
的
配
慮
の
概
念
に
つ
い
て
法
案
上
の
記
載
を
中
心
に
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
た
。
最
後

に
、
韓
国
の
高
等
教
育
に
お
け
る
障
害
学
生
支
援
の
現
状
と
し
て
、
実
際
に
公
開
さ
れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
紹
介
し
て
、
発
表
を
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
国
家
機
関
の
教
育
部
国
立
特
殊
教
育
院
か
ら
出
さ
れ
て

い
る
「
大
学
障
害
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
で
す
。
そ
こ
に
は
、
障
害
者
登
録
証
が
な
い
支
援
要
請
者
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に
対
す
る
対
応
や
、
授
業
で
障
害
学
生
を
担
当
す
る
教
職
員
へ
の
支
援
方
法
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
少
し
ユ

ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
と
し
て
、「
障
害
学
生
発
掘
関
連
業
務
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
障
害
が
認
識
さ
れ
に
く
い
、

潜
在
し
て
い
る
障
害
学
生
を
積
極
的
に
登
録
さ
せ
る
活
動
に
つ
い
て
、
そ
の
手
続
き
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。
同

じ
く
、
教
育
部
国
立
特
殊
教
育
院
か
ら
発
行
さ
れ
た
「
障
害
大
学
生
教
授
学
習
支
援
及
び
生
活
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
開

発
」
と
い
う
冊
子
は
、
視
覚
、
聴
覚
、
身
体
障
害
を
中
心
と
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
、
発
達
、
精
神
障
害
に
対
す
る
対

応
策
は
ほ
と
ん
ど
扱
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
学
ご
と
に
作
ら
れ
て
い
る
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
一
例
と
し
て
、
ソ
ウ
ル
大
学
人
権
セ
ン
タ
ー
・
韓
国
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
協
会
の
支
援
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
障
害
者
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
「
視
聴
覚
障
害
学
生
の
た
め
の
大
学
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
の
教
員
用
と
支
援
セ
ン
タ
ー
用
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
視
聴
覚
障
害
学
生
の
み
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
こ
と
か

ら
、
韓
国
の
合
理
的
配
慮
が
医
学
モ
デ
ル
に
も
と
づ
い
て
い
る
と
い
う
実
態
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

参
考
文
献

・
川
島
聡
（
２
０
０
８
）「
障
害
者
権
利
条
約
に
お
け
る
障
害
差
別
禁
止
と
合
理
的
配
慮
」
障
害
者
職
業
総
合
セ
ン
タ
ー

編
『
障
害
者
雇
用
に
か
か
る
「
合
理
的
配
慮
」
に
関
す
る
研
究
─
Ｅ
Ｕ
諸
国
及
び
米
国
の
動
向
─
』
調
査
研
究
報
告
書　

N
o.87

、pp.33 -55

・
金
仙
玉
（
２
０
１
６
ａ
）「
障
害
者
教
育
に
お
け
る
「
合
理
的
配
慮
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の
意
義
と
課
題
─
韓
国
の
現
状
と
社
会
福
祉
的

背
景
─
」
愛
知
県
立
大
学
博
士
学
位
論
文

・
金
仙
玉
（
２
０
１
６
ｂ
）「
韓
国
の
教
育
現
場
に
お
け
る
「
正
当
な
便
宜
」
の
運
用
実
態
の
考
察
─
「
合
理
的
配
慮
」
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と
の
違
い
に
着
目
し
て
─
」『
海
外
社
会
保
障
研
究
』
１
９
３
、pp.68 -76

・
厚
生
労
働
省
（
２
０
１
１
）「
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
会
議
担
当
室
差
別
禁
止
部
会
第
4
回
（H

23.5.13

）
資
料
2

『
韓
国
の
障
害
者
差
別
禁
止
法
制
』（
崔
栄
繁
氏
資
料
）」https://w

w
w
8.cao.go.jp/shougai/suishin/kaikaku/s_

kaigi/b_4/pdf/s2.pdf

（
最
終
閲
覧
日
２
０
２
２
年
11
月
22
日
）

・
崔
栄
繁
（
２
０
１
０
ａ
）「
韓
国
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国
家
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権
委
員
会
法
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障
害
者
差
別
禁
止
法
」『
ア
ジ
研
ワ
ー
ル
ド
・
ト
レ
ン
ド
』

N
o.181

、pp.4 -7

・
崔
栄
繁
（
２
０
１
０
ｂ
）「
韓
国
の
障
害
者
法
─
障
害
者
差
別
禁
止
法
を
中
心
に
─
」
小
林
昌
之
編
『
ア
ジ
ア
諸
国
の

障
害
者
法
─
法
的
権
利
の
確
立
と
課
題
─
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、pp.29 -64

・
日
本
学
生
支
援
機
構
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
（
２
０
２
１
）『
令
和
2
年
度
（
２
０
２
０
年
度
）
大
学
、
短
期
大
学
及
び
高
等
専

門
学
校
に
お
け
る
障
害
の
あ
る
学
生
の
修
学
支
援
に
関
す
る
実
態
調
査
結
果
報
告
書
』https://w

w
w.jasso.go.jp/sta-

tistics/gakusei_shogai_syugaku/__icsFiles/afieldfile/2021/10/18/report2020_published.pdf

（
最
終
閲
覧
日

２
０
２
２
年
11
月
22
日
）

・
カ
ン
ミ
ン
ヒ　

강
민
희
（
２
０
０
８
）「
障
害
者
差
別
禁
止
法
制
定
の
障
害
談
論
分
析
：
施
行
令
制
定
過
程
の
争
点
を

中
心
に
장
애
인
차
별
금
지
법　

제
정
의　

장
애
담
론　

분
석
：
시
행
령　

제
정
과
정
의　

쟁
점
을　

중
심
으
로
」『
保

健
社
会
研
究　
보
건
사
회
연
구
』
28
⑵
、pp.209-235

・
国
立
特
殊
教
育
院　

국
립
특
수
교
육
원
（
２
０
１
２
）「
大
学
障
害
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル　

대
학　

장
애
학
생
지
원
센
터　
운
영　
매
뉴
얼
」（E -Book
）

・
国
立
特
殊
教
育
院　

국
립
특
수
교
육
원
（
２
０
１
５
）「
障
害
大
学
生
教
育
学
習
支
援
及
び
生
活
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

開
発　
장
애
대
학
생　
교
육
학
습　
지
원　
및　
생
활　
지
원　
가
이
드
북　
개
발
」（E -Book

）

・
ソ
ウ
ル
大
学
人
権
セ
ン
タ
ー
・
韓
国
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
協
会　

서
울
대
학
교　

인
권
센
터
・
한
국
장
애
인
재
활
협
회

（
２
０
２
１
）「
視
聴
覚
障
害
学
生
の
た
め
の
大
学
校
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
研
究
（
教
員
用
）
시
・
청
각

장
애　
학
생
을　
위
한　
대
학
교　
비
대
면　
교
육
운
영　
매
뉴
얼　
연
구
（
교
수
용
）」
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・
ソ
ウ
ル
大
学
人
権
セ
ン
タ
ー
・
韓
国
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
協
会　

서
울
대
학
교　

인
권
센
터
・
한
국
장
애
인
재
활
협
회

（
２
０
２
１
）「
視
聴
覚
障
害
学
生
の
た
め
の
大
学
校
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
研
究
（
セ
ン
タ
ー
用
）
시
・

청
각
장
애　
학
생
을　
위
한　
대
학
교　
비
대
면　
교
육
운
영　
매
뉴
얼　
연
구
（
센
터
용
）」

・
パ
ク
カ
ン
チ
ャ
ン　

박
관
찬
（
２
０
１
９
）「
企
画
連
載　

便
宜
提
供
不
履
行
は
差
別
で
す　

기
획
연
재　

편
의
제
공　

불
이
행
은　
차
별
입
니
다
」
社
団
法
人
障
害
友
権
益
問
題
研
究
所　
사
단
법
인　
장
애
우
권
익
문
제
연
구
소
『
デ
ジ
タ

ル
と
も
に
歩
く　

디

지

털　

함

께

걸

음

』https://w
w
w.cow

alknew
s.co.kr/bbs/board.php?bo_table=�

H
B03&

w
r_id=6954&

page=9

（
最
終
閲
覧
日
２
０
２
２
年
11
月
22
日
）

・
ホ
ン
ジ
ョ
ン
ス
ク
・
キ
ム
ソ
ン
オ
ク　

홍
정
숙
・
김
선
옥
（
２
０
２
２
）「
日
本
の
教
育
分
野
の
「
合
理
的
配
慮
」
政

策
が
韓
国
の
「
正
当
な
便
宜
」
政
策
に
与
え
る
示
唆　
일
본
의　
교
육　
분
야ʻ

합
리
적　
배
려ʼ

정
책
이　
한
국
의

ʻ

정
당
한　
편
의ʼ
정
책
에　
주
는　
시
사
」『
知
的
障
害
研
究　
지
적
장
애
연
구
』24 -1

、pp.131 -164

・
ワ
ン
ビ
ビ
・
シ
ン
ビ
ョ
ン
ウ
ク
・
イ
ウ
ン
グ　

왕
비
비
・
신
병
욱
・
이
웅
구
（
２
０
２
０
）「
韓
国
・
中
国
・
日
本
の

障
害
者
福
祉
法
比
較
を
通
し
た
中
国
の
障
害
者
福
祉
法
改
善
方
案
に
関
す
る
研
究　
한
국
・
중
국
・
일
본
의　
장
애
인

복
지
법　

비
교
를　

통
한　

중
국
의　

장
애
인　

복
지
법　

개
선
방
안
에　

관
한　

연
구
」『
韓
國
農
村
建
築
學
會
論

文
集
』22 -4

、pp.87 -95
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